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ま
す
。
こ
の
小
さ
な
意
識
が
集

ま
れ
ば
、
大
き
な
力
と
な
っ
て

地
球
環
境
を
守
る
こ
と
に
つ
な

が
り
ま
す
。

　

岡
山
県
で
は
、
家
庭
ご
み
を

少
し
で
も
減
ら
す
た
め
、
ス
ー

パ
ー
や
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
、
ホ

ー
ム
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
店
舗
、

消
費
者
・
環
境
団
体
や
市
町
村

が
協
力
し
て
、毎
月　

日
を「
岡

��

山
県
統
一
ノ
ー
レ
ジ
袋
デ
ー
」

と
定
め
、
買
い
物
の
際
に
レ
ジ

袋
を
も
ら
わ
な
い
「
マ
イ
バ
ッ

グ
持
参
」
の
呼
び
か
け
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
も
、
エ
コ
バ
ッ
グ

や
ふ
ろ
し
き
な
ど
を
使
っ
て
、

自
分
で
で
き
る
ち
ょ
っ
と
し
た

エ
コ
を
ノ
ー
レ
ジ
袋
デ
ー
か
ら

始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

ま
た
環
境

保
全
活
動
を

進
め
て
い
る

市
民
グ
ル
ー

プ
の
新
見
市

市
民
環
境
会

議
で
は
、マ
イ
バ
ス
ケ
ッ
ト（
ト

レ
イ
付
）
を
�
個
�
�
�
円
で

販
売
し
て
い
ま
す
。

　

市
役
所
生
活
環
境
課
で
お
買

い
求
め
い
た
だ
け
ま
す
。

　

毎
年
�
月　

日
（
ご
み
ゼ
ロ

��

の
日
）
か
ら
�
月
�
日
（
環
境

の
日
）
ま
で
の
期
間
を
「
全
国

ご
み
不
法
投
棄
監
視
ウ
ィ
ー

ク
」と
し
て
、市
民
、事
業
者
、行

政
が
一
体
と
な
っ
て
、
廃
棄
物

の
不
法
投
棄
の
対
策
を
強
化
し

て
い
ま
す
。「
誰
も
見
て
い
な
い

か
ら
」、「
自
分
だ
け
な
ら
大
丈

夫
」
と
ポ
イ
捨
て
な
ど
の
不
法

投
棄
は
絶
対
に
し
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。
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地
球
温
暖
化
対
策
や
循
環
型

社
会
の
形
成
な
ど
、
私
た
ち
が

取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

課
題
は
、
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　

普
段
の
生
活
の
中
で
、
見
過

ご
し
て
い
る
こ
と
を
見
直
し
て

み
ま
し
ょ
う
。

�
節
電
効
果
の
高
い
機
器
（
Ｌ

Ｅ
Ｄ
照
明
な
ど
）
へ
の
買
い

換
え

�
エ
ア
コ
ン
の
適
正
な
温
度
管

理
�
公
共
交
通
機
関
の
利
用
な
ど

　

こ
れ
ら
を
見
直
す
こ
と
で
、

環
境
に
や
さ
し
い
生
活
が
で
き
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　この運動は、毎年�月の第�日曜日に開催していましたが、�年を通して美しい街並みを維持す
ることを目的とするために、�月の「春のクリーン作戦」から期間を空けて清掃活動を行えるよう、
開催時期を次のとおり変更します。

日時���月��日�　午前�時から�時間程度　※詳細は、市報��月号でお知らせします。

問い合わせ先／生涯学習課生涯学習係（������）

（旧名称：川をきれいにする運動）
新見市民運動推進協議会主催「にいみク リーンア ッ プ�����運動」
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�
月　

日
�
か
ら
、
小
型
廃

��

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
を
開
始

し
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
家
庭
で
不
要
に
な

っ
た
小
型
家
電
製
品
を
回
収
・

再
資
源
化
し
、
貴
重
な
資
源
を

有
効
活
用
す
る
も
の
で
す
。

　

現
在
、
テ
レ
ビ
・
冷
蔵
庫
・

洗
濯
機
・
衣
類
乾
燥
機
・
エ
ア

コ
ン
な
ど
と
い
っ
た
家
電
製
品

は
『
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
』
に

よ
り
、
ま
た
、
パ
ソ
コ
ン
は

『
資
源
有
効
利
用
促
進
法
』に
よ

り
、
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム
が

確
立
し
て
い
ま
す
が
、
携
帯
電

話
や
ゲ
ー
ム
機
器
な
ど
の
小
型

家
電
製
品
は
、
埋
立
ご
み
と
し

て
処
分
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
こ
の
埋
立
ご
み
と

し
て
処
分
さ
れ
て
い
る
小
型
家

電
製
品
に
は
、
鉄
や
ア
ル
ミ
、
銅

な
ど
の
金
属
は
も
ち
ろ
ん
、
地

球
上
で
の
存
在
量
そ
の
も
の
が

少
な
い
も
の
や
、
取
り
出
す
た

め
に
高
度
な
技
術
や
多
額
の
費

用
が
か
か
る
い
わ
ゆ
る
『
レ
ア
メ

タ
ル
』が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
貴
重
な
資
源
を
有
効
活

用
す
る
た
め
に
、
小
型
廃
家
電

の
リ
サ
イ
ク
ル
が
必
要
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
リ
サ
イ
ク
ル
が
進

め
ば
、
今
ま
で
埋
立
処
分
と
し

て
い
た
も
の
が
有
効
な
資
源
と

な
る
だ
け
で
な
く
、
最
終
処
分

場
の
延
命
化
に
も
つ
な
が
り
ま

す
の
で
、
み
な
さ
ん
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
■
回
収
方
法

　

市
役
所
本
庁
・
各
支
局
・
各

市
民
セ
ン
タ
ー
・
処
理
セ
ン
タ

ー
（
全　

か
所
）
の
館
内
に
設

��

置
し
た
専
用
の
回
収
ボ
ッ
ク
ス

に
直
接
投
入
し
て
く
だ
さ
い
。

※
投
入
可
能
時
間
は
、
平

日
の
�
時　

分
〜　

時

��

��

　

分
で
す
。

��
※
個
人
情
報
が
記
録
さ
れ

る
製
品
も
対
象
と
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、
投
入

の
前
に
必
ず
個
人
情
報

を
消
去
す
る
な
ど
の
処

理
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

生
活
環
境
課
環
境
保
全
係

　

�
�
�
�
�
�

�混ぜれ ばゴミ 、 分ければ 資源�
��������	


��������	
�

■小型廃家電リサイクル事業対象品目

ＣＤプレーヤー１

ＣＳデジタルチューナー２

ＤＶＤプレーヤー３

ＨＤＤプレーヤー
（外付けハードディスクドライブを含む）

４

ＩＣレコーダー５

ＵＳＢメモリー６

カーオーディオ７

カーナビ８

家庭用ゲーム機（携帯型、据置型）９

カメラ１０

携帯液晶テレビ１１

携帯音楽プレーヤー
（ＭＤプレーヤー、ウォークマン、ＭＰ�、ｉＰｏｄ）

１２

携帯電話１３

小型電動工具１４

小型プリンター１５

小型マッサージ機１６

充電器１７

卓上クッキングヒーター１８

デジタルカメラ１９

電気カミソリ２０

電気コード類
（ＡＣアダプター、延長コード、ケーブル、
プラグジャック）

２１

電子辞書２２

電子手帳２３

電卓２４

電動おもちゃ（ラジコンなど）２５

電話機２６

ビデオカメラ２７

モデム類（インターネット接続機器類）２８

ラジオ（防災無線受信機を含む）２９

リモコン３０

次の品目で回収ボックスの投入口
（たて���×よこ���）に入るもの
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下
水
道
は
、
生
活
環
境
の
改
善
お
よ
び
公
共
用
水
域

の
水
質
保
全
、
雨
水
の
排
除
と
汚
水
の
処
理
に
よ
る
浸

水
の
防
除
と
い
う
機
能
を
果
た
す
も
の
で
す
。

　

豊
か
な
自
然
を
守
り
、
快
適
な
生
活
環
境
を
築
く
た

め
に
、
下
水
道
が
供
用
開
始
と
な
っ
た
地
区
は
、
水
洗

便
所
へ
の
改
造
や
台
所
、
浴
室
の
宅
内
排
水
設
備
工
事

を
行
い
、
下
水
道
へ
早
期
に
接
続
し
ま
し
ょ
う
。

イ
レ
清
掃
用
の
「
水
に
流
せ
る
ト
イ
レ
洗

浄
シ
ー
ト
」
を
流
す
場
合
は
�
枚
ず
つ
流

し
て
く
だ
さ
い
。
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー

な
ど
水
に
溶
け
な
い
紙
や
異
物
は
、
処
理

場
へ
つ
な
が
る
下
水
管
や
マ
ン
ホ
ー
ル
ポ

ン
プ
に
詰
ま
り
機
器
の
故
障
の
原
因
と
な

り
ま
す
。

�
�
�
�

　

無
リ
ン
洗
剤
を
使
う
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
。
リ
ン
は
終
末
処
理
場
で
処
理
し
て

も
取
り
除
く
こ
と
が
困
難
で
す
。

※
そ
の
他
、
ガ
ソ
リ
ン
や
シ
ン
ナ
ー
な
ど

の
揮
発
性
の
高
い
危
険
物
は
絶
対
に
流
さ

な
い
で
く
だ
さ
い
。

※
台
所
か
ら
の
排

水
管
に
設
け
ら

れ
て
い
る
野
菜

く
ず
や
油
類
を

除
去
す
る
た
め

の
ク
リ
ー
ン
ま

す
を
定
期
的
に

清
掃
し
て
く
だ

さ
い
。
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食
品
く
ず
や
食
べ
残
し
、
食
用
廃
油
な

ど
は
流
さ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

油
類
は
、
宅
内
の
排
水
管
や
下
水
管
が
詰

ま
る
原
因
と
な
り
ま
す
。
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ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
な
ど
水
に
溶
け

る
紙
を
流
す
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
ト
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市
で
は
、
公
共
下
水
道
（
特
定
環
境
保

全
公
共
下
水
道
を
含
む
）、農
業
集
落
排
水

な
ど
の
集
合
処
理
区
域
以
外
の
地
区
に
お

い
て
、
水
質
浄
化
を
目
的
と
し
た
合
併
処

理
浄
化
槽
設
置
事
業
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

ま
だ
設
置
し
て
い
な
い
世
帯
は
早
め
に
設

置
し
ま
し
ょ
う
。
希
望
者
は
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

●
対
象
建
物

　

専
用
住
宅
ま
た
は
住
宅
部
分
の
面
積
が

全
体
の
�
分
の
�
以
上
の
店
舗
併
用
住
宅

※
浄
化
槽
設
置
完
了
後
、
�
年
以
内
に
排

　

水
設
備
を
接
続
し
て
く
だ
さ
い
。

●
分
担
金
（
�
戸
あ
た
り
）

　

�
〜　

人
槽　
　

万
円

��

��

●
使
用
料
（
一
般
住
宅
�
か
月
あ
た
り
）

　

基
本
額　

� ,
�
�
�
円

※
世
帯
員
�
人
に
つ
き
�
�
�
円
を
加
算

し
ま
す
。

異物がつまったマンホールポンプ

マンホールポンプにつまった
水に溶けない紙
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●
設
置
申
請
受
付
期
間

　
　

月　

日
�
ま
で

��

��

※
設
置
工
事
に
期
間
が
必
要
と
な
る
た
め
、

受
付
期
間
で
締
め
切
り
ま
す
。
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公
共
下
水
道
な
ど
の
処
理
区
域
内
で
、

水
洗
便
所
に
改
造
す
る
排
水
設
備
の
工
事

を
行
う
場
合
に
、
こ
の
費
用
を
一
度
に
負

担
す
る
こ
と
が
困
難
な
人
に
対
し
て
、
市

が
指
定
し
た
市
内
の
金
融
機
関
に
融
資
の

あ
っ
せ
ん
を
行
い
、
利
子
の
助
成
を
行
い

ま
す
。（
供
用
開
始
か
ら
�
年
以
内
の
改
造

が
対
象
）

　

融
資
額
は
、
改
造
工
事
�
件
に
つ
き　
��

万
円
以
内
で
す
。
改
造
工
事
�
件
と
は
、

�
戸
の
す
べ
て
の
便
所
の
改
造
工
事
お
よ

び
排
水
設
備
の
接
続
工
事
を
い
い
ま
す
。

■
融
資
利
率　
　

％
（
固
定
）

�.�

■
利
子
補
給
率

　

供
用
開
始
初
年
度
接
続　
　

％
�.�

　

�
年
目
接
続　
　

％
�.�

　

�
年
目
接
続　
　

％
�.�

■
償
還
期
間　

最
長　
　

か
月

��

■
償
還
方
法　

　

月
賦
償
還
と
し
、
償
還
額
は
改
造
工
事

�
件
に
つ
き
毎
月
� ,
�
�
�
円
以
上

■
申
込
方
法

　

排
水
設
備
新
設
承
認
申
請
書
と
水
洗
便

所
改
造
資
金
融
資
あ
っ
せ
ん
申
請
書
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
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す
で
に
設
置
し
て
い
る
浄
化
槽
を
雨
水

流
出
抑
制
施
設
に
再
利
用
し
て
、
雨
水
の

流
出
抑
制
と
有
効
利
用
を
図
る
個
人
ま
た

は
法
人
に
対
し
て
、
補
助
金
を
交
付
し
ま

す
。

■
補
助
の
条
件

�
市
税
、
下
水
道
使
用
料
な
ど
を
完
納
し

て
い
る
こ
と

�
雨
水
流
出
抑
制
施
設
を
利
用
す
る
た
め

の
ポ
ン
プ
を
設
置
す
る
こ
と

�
市
と
申
請
者
の
間
で
雨
水
流
出
抑
制
施

設
の
管
理
に
関
す
る
協
定
書
を
締
結
す

る
こ
と

�
浄
化
槽
の
転
用
は
、
指
定
工
事
店
の
施

工
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と

�
維
持
管
理
に
つ
い
て
は
、
設
置
者
の
責

任
で
対
処
す
る
こ
と

■
補
助
金
額

　
　

人
槽
ま
で
は
�
万
円
、　

人
槽
以
上

��

��

は　

万
円

��
■
申
請
方
法

　

補
助
金
交
付
の
申
請
は
、
新
見
市
排
水

設
備
指
定
工
事
店
が
行
い
ま
す
。
交
付
を

受
け
よ
う
と
す
る
人
は
、
指
定
工
事
店
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
こ
の
申
請
は
、
排
水

設
備
新
設
承
認
申
請
書
と
同
時
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

下
水
道
課
管
理
係

　

（
新
見
・
神
郷
・
哲
多
地
区
）

　
　

�
�
�
�
�
�

　

大
佐
支
局
�
�
�
�
�
�

　

哲
西
支
局
�
�
�
�
�
�

　下水道の排水設備工事は、指定工事店でな

いと施工できません。

　市の公共下水道などの排水設備工事を実施

しようとする工事業者は、新見市公共下水道

排水設備指定工事店の指定を受けることが必

要です。

■指定の要件

　○下水道排水設備工事責任技術者が�人　

　　以上専属していること

　○工事の施工に必要な設備および器材を　

　　有していること

　○岡山県内に営業所があること

　○その他（市税などの滞納がないこと）

■受付期間　�月�日�～��日�

　　　　　　�：��～��：��

　　　　　　※閉庁日を除く

■申し込み・問い合わせ先

　下水道課管理係（������）

��������

�������

�����

����
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で
も
治
療
を
受
け
や
す
く
す
る

た
め
に
行
い
ま
す
。

■
対
象
者

①
婚
姻
後
�
年
以
上
経
過
し
て

い
る
夫
婦
で
あ
る
こ
と
。

②
夫
婦
の
両
方
が
交
付
申
請
の

日
に
お
い
て
、
市
内
に
�
年

以
上
住
所
が
あ
る
こ
と
。

③
第
�
子
を
対
象
と
し
て
不
育

治
療
を
受
け
る
人
。

④
対
象
者
お
よ
び
世
帯
員
に
市

税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
こ
と
。

※
す
べ
て
に
該
当
す
る
こ
と
を

条
件
と
し
て
い
ま
す
。

■
補
助
対
象
経
費

　

不
育
症
と
診
断
さ
れ
、
不
育

治
療
を
受
け
て
支
払
っ
た
治
療

費
の
う
ち
、
医
療
保
険
対
象
外

の
不
育
治
療
費
。

■
補
助
金
額

　

補
助
対
象
経
費
の
�
／
�
の

額
。
�
回
の
治
療
に
つ
き　

万
��

円
を
上
限
と
し
ま
す
。

（
� ,
�
�
�
円
未
満
切
り
捨
て
）

■
補
助
を
受
け
ら
れ
る
回
数

　

年
度
を
問
わ
ず
、
対
象
者
に

つ
き
�
回
を
限
度
と
し
ま
す
。

■
申
請
書
類

　

次
の
書
類
を
準
備
し
て
く
だ

さ
い
。

①
不
育
治
療
医
療
機
関
証
明
書

　

（
様
式
は
、健
康
づ
く
り
課
へ

備
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
新

見
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。）

②
不
育
治
療
に
か
か
る
医
療
機

関
の
発
行
す
る
領
収
書

③
申
請
人
名
義
の
預
金
通
帳
な
ど

（
振
込
先
の
わ
か
る
も
の
）

④
印
か
ん

※
申
請
書
は
提
出
の
際
、
記
入
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
治
療
終
了
後
で
き
る
だ
け
早
め

に
、
健
康
づ
く
り
課
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

■
不
育
症
の
診
断
が
で
き

る
県
内
の
医
療
機
関

�
岡
山
大
学
病
院

　

岡
山
市
北
区
鹿
田
町
�
丁
目
�

番
�
号

　

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
社
団
岡
山
二
人
ク
リ
ニ
ッ
ク

　

岡
山
市
北
区
津
高
�
�
�
番
地
�

　

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	



�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
	
�

　

市
で
は
、
４
月
か
ら
不

育
治
療
支
援
事
業
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

妊
娠
し
て
も
、
流
産
、
死
産

や
早
期
新
生
児
死
亡
（
生
後
一

週
間
以
内
の
赤
ち
ゃ
ん
の
死

亡
）
を
繰
り
返
し
て
、
結
果
的

に
子
ど
も
を
持
て
な
い
こ
と
を

言
い
ま
す
。

　

子
ど
も
を
望
み
な
が
ら
も
、

不
育
症
の
た
め
に
子
ど
も
を
持

つ
こ
と
が
で
き
な
い
夫
婦
が
、

不
育
治
療
を
受
け
た
場
合
に
、

医
療
保
険
対
象
外
の
治
療
費
の

一
部
を
助
成
す
る
こ
と
に
よ
り

経
済
的
負
担
を
軽
減
し
、
少
し

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	

�

�
�
�
�

�
川
崎
医
科
大
学
附
属
病
院

　

倉
敷
市
松
島
�
�
�
番
地

　

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
名
越
産
婦
人
科

　

岡
山
市
北
区
庭
瀬
�
�
�
番
地
�

　

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

※
社
団
法
人
日
本
生
殖
医
学
会
が

認
定
し
た
生
殖
医
療
専
門
医
が

所
属
す
る
医
療
機
関
で
す
。

■
不
妊
症
の
た
め
に
子
ど
も
を
持

つ
こ
と
が
で
き
な
い
夫
婦
に
対

す
る
支
援
事
業
も
、
引
き
続
き

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
づ
く
り
課
親
子
保
健
係

（
�
�
�
�
�
�
）

��������	
��������	

流産を繰り返す方の��％が無
事に出産にたどりつきます。
厚生労働省不育症研究班
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人
・
農
地
プ
ラ
ン

地
域
農
業
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
作
り
ま
し
ょ
う

　

プ
ラ
ン
が
作
成
さ
れ
、
市
の

検
討
会
が
正
式
に
「
人
・
農
地

プ
ラ
ン
」
に
決
定
す
る
と
、
さ

ま
ざ
ま
な
支
援
事
業
を
利
用
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�　
　

　

（
経
営
開
始
型
）

　

農
業
を
始
め
て
か
ら
経
営
が

安
定
す
る
ま
で
、
年
�
�
�
万

円
（
最
長
�
年
間
）
を
給
付
し

ま
す
。
対
象
者
は
、
原
則　

歳
��

未
満
で
独
立
、
自
営
就
農
す
る

人
で
、
就
農
後
の
所
得
が
年
間

�
�
�
万
円
未
満
の
人
。

　

我
が
国
の
農
業
は
、
高
齢
化
や
後
継
者
不
足
、
耕
作
放
棄
地
の
増
加
な
ど
「
人
と
農
地
の
問
題
」
が
浮
き
彫
り
に
な
り
、

５
年
後
、　

年
後
の
展
望
が
描
け
な
い
地
域
が
増
え
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
厳
し
い
状
況
下
で
、
持
続
可
能
な
力
強
い
農

１０

業
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
基
本
と
な
る
人
と
農
地
の
問
題
を
一
体
的
に
解
決
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
が
抱
え
る
人
と
農
地
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
の
「
未
来
の
設
計
図
」

と
な
る
地
域
農
業
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で
す
。
市
で
は
、
大
字
単
位
を
基
本
に
、
青
年
就
農
者
な
ど
事
業
の
対
象
者
が
い
る

地
域
や
集
落
営
農
組
織
な
ど
を
検
討
し
て
い
る
地
域
を
優
先
し
、
関
係
機
関
と
連
携
し
て
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
の
作
成
を

応
援
し
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�

　

地
域
の
中
心
と
な
る
経
営
体

へ
の
農
地
の
集
積
（
貸
し
付
け

な
ど
）
に
協
力
す
る
場
合
に
、

出
し
手
に
面
積
に
応
じ
て　

〜
��

　

万
円
程
度
の
協
力
金
を
交
付

��し
ま
す
。
対
象
者
は
、
離
農
す

る
人
や
経
営
転
換
す
る
人
な
ど

で
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�　

　
（
農
業
制
度
資
金
）の
無
利
子
化

　

認
定
農
業
者
の
借
り
入
れ
る

資
金
が
当
初
の
�
年
間
は
無
利

子
と
な
り
ま
す
。

※
こ
の
ほ
か
に
も
関
連
す
る
制

度
が
あ
り
ま
す
。

　

昨
年
、
国
で
「
我
が
国
の
食

と
農
林
漁
業
の
再
生
の
た
め
の

基
本
方
針
・
行
動
計
画
」
が
策

定
さ
れ
、
今
年
度
か
ら
�
年
を

区
切
り
と
し
て
、
新
た
な
農
業

施
策
が
集
中
展
開
さ
れ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

農
林
課
農
業
振
興
係

　

�
�
�
�
�
�

�

�
�
�
�
�
�
�
	


�

　�月�日から�月��日まで、「猪の一斉許可

捕獲期間」となり、猪捕獲がより強化されます。

この期間は山に罠が増え、猟師の出入りも頻繁

になるため大変危険です。

　野山に出かける際は、自分の存在を知らせる

ために目立つ服装をする、罠があるかもしれな

いので獣道には絶対に入らないなど、事故が起

きないよう十分注意してください。

■問い合わせ先

　農林課林業振興係（������）

野山に出かける時は、
目立つ色の服装で！
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東
日
本
大
震
災
の
発
生
か
ら
、
は
や
�
年

以
上
が
経
過
し
ま
し
た
。
現
在
も
被
災
地
で

は
、
継
続
的
・
長
期
的
な
支
援
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
本
市
も
、
宮
城
県
石
巻
市
に
職

員
を
長
期
派
遣
し
、
道
路
の
復
旧
な
ど
、
被

災
地
の
早
期
復
興
に
協
力
し
て
い
ま
す
。

　

本
市
に
お
い
て
は
、
地
域
防
災
力
の
向
上

を
図
る
た
め
、
昨
年　

月
、
関
係
機
関
や
市

��

民
の
み
な
さ
ん
の
協
力
を
得
て
、
平
成　

年
��

以
来
と
な
る
総
合
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
し

た
。
今
後
は
さ
ら
に
、
災
害
対
応
拠
点
と
な

る
市
庁
舎
の
耐
震
化
を
は
じ
め
と
し
て
、
非

常
用
発
電
設
備
の
整
備
や
新
た
な
衛
星
通
信

設
備
の
設
置
、
消
防
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化
や

災
害
対
応
特
殊
水
槽
付
消
防
自
動
車
の
更
新

を
行
う
な
ど
、「
公
助
」
に
よ
る
防
災
・
減
災

力
の
さ
ら
な
る
充
実
・
強
化
に
努
め
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
市
で
は
現
在
、
地
域
の
助
け
合
い

で
あ
る
「
共
助
」
に
よ
る
防
災
・
減
災
力
を

強
化
す
る
た
め
、
自
主
防
災
組
織
の
設
立
と

支
援
に
つ
い
て
重
点
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
自
主
防
災
組
織
と
は
、
み
な
さ
ん
が
自

分
た
ち
で
災
害
な
ど
か
ら
地
域
を
守
る
た
め

に
活
動
す
る
た
め
の
組
織
で
す
。
自
主
防
災

組
織
を
つ
く
り
、
平
素
か
ら
地
域
ぐ
る
み
で

様
々
な
備
え
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ
り
、
地

域
の
絆
が
強
ま
り
、
助
け
合
い
の
心
が
生
ま

れ
、
万
が
一
の
場
合
の
被
害
を
軽
減
す
る
こ

と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
は
、
自
然
災
害
の
脅
威
を

私
た
ち
に
再
認
識
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
も
、
こ
の
教
訓
を

い
つ
ま
で
も
心
に
と
ど
め
、
そ
し
て
震
災
の

教
訓
を
活
か
し
て
今
後
予
想
さ
れ
る
大
地
震

は
も
と
よ
り
、
毎
年
発
生
し
て
い
る
大
雨
に

よ
る
災
害
な
ど
に
備
え
、
防
災
・
減
災
を
図

る
た
め
、
平
素
か
ら
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い

た
だ
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

�

�
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�
�
�
�
�
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�
�
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�
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�
月　

日
�
、
ホ
テ
ル
エ
イ
コ

��

ー
会
議
室
で
、
新
見
ロ
ー
タ
リ
ー

ク
ラ
ブ
の
み
な
さ
ん
と
意
見
交
換

を
行
い
ま
し
た
。

　

市
政
に
つ
い
て
の
近
況
報
告
を

行
っ
た
あ
と
、
若
者
の
定
住
対
策

や
電
子
投
票
実
施
の
動
向
な
ど
に

つ
い
て
の
意
見
や
提
言
が
あ
り
ま

し
た
。

　

市
長
は
、
雇
用
の
場
を
確
保
す

る
た
め
、
企

業
誘
致
の
ほ

か
市
内
企
業

に
工
場
増
設

を
申
し
入
れ

し
て
い
る
こ

と
や
、
空
き

家
バ
ン
ク
の

取
組
み
、
新

規
就
農
者
支

援
に
よ
り
定
住
対
策
を
実
施
し
て

い
る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
話
し
ま

し
た
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	



　

�
月　

日
��

�
、
井
倉
市

民
セ
ン
タ
ー

で
、
井
倉
小

学
校
区
保
護

者
会
の
み
な

さ
ん
と
意
見

交
換
を
行
い

ま
し
た
。

　

井
倉
小
学
校
の
耐
震
化
、
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
の
設
立
な
ど
に
つ

い
て
の
意
見
や
提
言
が
あ
り
ま
し

た
。

　

市
長
は
、
今
年
度
、
井
倉
小
学

校
校
舎
の
耐
震
化
診
断
を
実
施
す

る
こ
と
や
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

に
つ
い
て
は
、
場
所
が
確
保
さ
れ
、

ま
と
ま
っ
た
利
用
者
が
あ
れ
ば
支

援
で
き
る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
話

し
ま
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

企
画
政
策
課
広
報
係

　

（
�
�
�
�
�
�
）
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お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

叙
位
叙
勲

　
 
藤  
野   
浩 
吉
   

さ
ん

ふ
じ 

の 

こ
う 

き
ち

　

元
小
学
校
長
な
ら
び
に
元
教

育
長
の
藤
野
浩
吉
さ
ん（
足
見
）

に
瑞
宝
双
光
章
が
授
与
さ
れ
ま

し
た
。

　

藤
野
さ
ん
は
、
昭
和　

年
の

��

上
房
郡
賀
陽
町
立
大
和
小
学
校

を
振
り
出
し
に
、
唐
松
小
学
校
、

思
誠
小
学
校
で
教
諭
を
、
ま
た
、

高
梁
教
育
事
務
所
で
は
、
所
長

を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。
思
誠
小

学
校
で
は
教
頭
な
ら
び
に
校
長

に
就
任
さ
れ
、
平
成　

年
に
同

��

校
を
最
後
に
退
職
さ
れ
ま
し
た
。

　

退
職
後
も
、
平
成　

年
か
ら

��

は
新
見
市
教
育
長
と
し
て
活
躍

さ
れ
る
な
ど
、
教
育
の
発
展
に

多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

　
 
中  
川   
紀 
明
   

さ
ん

な
か 

が
わ 

と
し 

あ
き

　

元
大
阪
府
警
の
中
川
紀
明
さ

ん
（
西
方
）
に
瑞
宝
双
光
章
が

授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

中
川
さ
ん
は
、
昭
和　

年
に

��

大
阪
府
警
に
入
庁
さ
れ
、
大
阪

市
東
成
区
の
交
番
を
振
り
出
し

に
、
府
警
本
部
の
刑
事
課
や
警

備
課
な
ど
で
、
事
件
解
決
に
向

け
誠
心
誠
意
取
り
組
ま
れ
ま
し

た
。

　

退
職
後
の
平
成
�
年
に
Ｕ
タ

ー
ン
さ
れ
、
長
年
培
っ
た
経
験

を
生
か
し
「
地
域
学
校
安
全
指

導
員
」
と
し
て
、
市
内
の
小
中

学
校
で
防
犯
教
室
の
開
催
や
防

災
マ
ッ
プ
の
作
成
に
取
り
組
み
、

地
域
の
安
全
安
心
に
多
大
な
貢

献
を
さ
れ
ま
し
た
。

　
 
福  
田   
博 
文
   

さ
ん

ふ
く 

だ 

ひ
ろ 

ふ
み

　

元
国
鉄
職
員
の
福
田
博
文
さ

ん
（
石
蟹
）
に
瑞
宝
単
光
章
が

授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

福
田
さ
ん
は
、　

年
の
国
鉄

��

職
員
の
間
、
山
口
県
の
小
野
田

線
長
門
本
山
駅
で
�
年
間
改
札

や
荷
受
け
業
務
に
従
事
し
、
宇

部
・
小
野
田
線
管
理
所
を
経
て

足
立
駅
で　

年
間
貨
物
係
と
し

��

て
貨
車
の
配
車
業
務
に
従
事
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
備
後
落

合
駅
、
石
蟹
駅
、
倉
敷
駅
な
ど

で
助
役
を
務
め
、
昭
和　

年
に

��

勝
山
駅
長
に
就
任
さ
れ
、
翌
年
、

同
駅
長
を
最
後
に
退
職
さ
れ
ま

し
た
。

　

退
職
後
は
、
旅
行
会
社
に　
��

年
間
勤
務
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
の

経
験
を
生
か
し
Ｊ
Ｒ
関
係
の
仕

事
の
審
査
な
ど
、
鉄
道
業
務
に

尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　
 
西  
田   
賢 
哲
   

さ
ん

に
し 

だ 

ま
さ 

あ
き

　

元
陸
上
自
衛
隊
の
西
田
賢
哲

さ
ん
（
大
佐
小
南
）
に
瑞
宝
単

光
章
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

西
田
さ
ん
は
、
昭
和　

年
に

��

陸
上
自
衛
隊
に
入
隊
さ
れ
、
善

通
寺
市
、
姫
路
市
、
札
幌
市
な

ど
の
駐
屯
地
を
拠
点
に
、
部
隊

で
厳
し
い
訓
練
を
受
け
ら
れ
ま

し
た
。
そ
の
後
、
総
務
関
係
の

仕
事
で
、
人
事
や
広
報
な
ど
を

担
当
さ
れ
、
ま
た
、
笠
岡
市
の

水
害
、
阪
神
淡
路
大
震
災
、
ロ

シ
ア
タ
ン
カ
ー
重
油
流
出
事
故

な
ど
の
災
害
派
遣
も
経
験
さ
れ
、

各
地
の
災
害
復
旧
に
尽
力
さ
れ

ま
し
た
。

　

平
成　

年
、
姫
路
市
の
駐
屯

��

地
を
最
後
に
退
職
さ
れ
、
現
在

は
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
生
か

し
警
備
の
仕
事
に
従
事
さ
れ
、

地
域
の
安
全
に
尽
力
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

故　
 
中  
島 　

一

な
か 

し
ま

   

　

氏

は
じ
め

　

元
千
屋
小
学
校
長
の
中
島　

一
氏
（
千
屋
井
原
）
に
、
正
六

位
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

中
島
氏
は
、
昭
和　

年
�
月
、

��

阿
哲
郡
千
屋
国
民
学
校
を
振
り

出
し
に
、
旧
阿
哲
郡
の
小
学
校

で
教
諭
を
、
ま
た
、
実
小
学
校

で
は
教
頭
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

昭
和　

年
�
月
か
ら
は
蚊
家
小

��

学
校
の
校
長
に
就
任
さ
れ
、
以

後
、
本
郷
小
学
校
、
千
屋
小
学

校
の
校
長
を
歴
任
さ
れ
、
昭
和

　

年
�
月
に
退
職
さ
れ
ま
し
た
。

��
　

退
職
後
は
新
見
市
教
育
委
員

長
、
新
見
市
人
権
擁
護
委
員
と

し
て
活
躍
さ
れ
る
な
ど
、
教
育

の
発
展
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ

ま
し
た
。

　

春
の
叙
勲
な
ど
の
受
章
者
が
発
表
さ
れ
、
市
内
か
ら
は
藤
野

浩
吉
さ
ん
（
足
見
）、
中
川
紀
明
さ
ん
（
西
方
）、
が
瑞
宝
双
光

章
を
、
福
田
博
文
さ
ん
（
石
蟹
）、
西
田
賢
哲
さ
ん
（
大
佐
小
南
）

が
瑞
宝
単
光
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
生
前
の
功
績
が
讃
え
ら
れ
、
故 

中
島
一
氏
（
千
屋
井

原
）
が
正
六
位
に
叙
せ
ら
れ
ま
し
た
。
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　４月に開催した常任委員会、

議会運営委員会の主な内容を

紹介します。

①
報
告
事
項

　

新
見
市
管
内
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ

イ
ー
ク
中
の
イ
ベ
ン
ト
の
案
内
、

新
見
市
と
友
好
都
市
縁
組
を
結
ん

で
い
る
中
国
・
河
南
省
信
陽
市 

河
区
友
好
交
流　

周
年
記
念
式
典

��

な
ど
に
参
加
す
る
訪
中
団
員
（　
��

名
）
の
紹
介
お
よ
び
日
程
、
平
成

　

年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

���
号
）
の
専
決
処
分
、
新
見
市
消

防
操
法
訓
練
大
会
の
結
果
な
ど
に

つ
い
て
、
執
行
部
よ
り
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。

②
調
査
事
項

　

行
政
地
区
地
域
交
付
金
（　

年
��

度
か
ら
総
代
手
当
分
の
み
交
付
）

の
廃
止
、
電
子
自
治
体
へ
の
取
り

組
み
（
主
に
議
案
書
な
ど
の
電
子

デ
ー
タ
化
）、
東
日
本
大
震
災
後
、

島
根
原
子
力
発
電
所
に
お
け
る
有

事
な
ど
に
対
す
る
「
新
見
市
地
域

防
災
計
画
」
に
基
づ
く
防
災
マ
ッ

プ
、
災
害
時
避
難
場
所
の
見
直
し

の
状
況
な
ど
に
つ
い
て
、
執
行
部

の
考
え
や
対
応
を
調
査
し
ま
し
た
。

①
報
告
事
項

　

第
�
回
都
道
府
県
対
抗
全
日
本

中
学
生
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
、

ス
タ
イ
ン
ウ
ェ
イ
・
市
民
ピ
ア
ノ

コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
の
開
催
結
果
な

ど
に
つ
い
て
、
執
行
部
よ
り
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。

②
調
査
事
項

　

指
定
管
理
施
設
の
指
定
管
理
料
、

思
誠
小
学
校
で
の
窓
か
ら
の
転
落

防
止
に
対
す
る
取
り
組
み
、
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
の
運
営
な
ど
に
つ

い
て
、
執
行
部
の
考
え
や
対
応
を

調
査
し
ま
し
た
。

①
報
告
事
項

　

農
業
・
林
業
・
畜
産
な
ど
の
新

見
市
の
基
幹
産
業
の
助
成
、
商
業

や
観
光
事
業
の
支
援
策
お
よ
び
企

業
誘
致
、
道
路
整
備
の
状
況
や
上

下
水
道
の
実
施
予
定
な
ど
に
つ
い

て
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
内
観
光
施
設
の
入
り

込
み
客
の
状
況
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ

ィ
ー
ク
中
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
状

況
に
つ
い
て
、
執
行
部
よ
り
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。

②
調
査
事
項

　

首
都
圏
な
ど
か
ら
の
企
業
を
誘

致
す
る
方
法
や
施
策
な
ど
に
つ
い

て
、
執
行
部
の
考
え
や
対
応
を
調

査
し
ま
し
た
。

①
審
査
事
項

　

平
成　

年
�
月
定
例
会
の
一
般

��

質
問
の
反
省
、
平
成　

年
度
議
会

��

報
告
会
、
本
議
会
の
ラ
イ
ブ
中
継

と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
配
信
、
�
月

定
例
会
の
会
期
日
程
の
確
認
な
ど

の
検
討
を
行
い
ま
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

議
会
事
務
局（
�
�
�
�
�
�
）

議会�
レポ ー ト �
平成��年�月
委員会

�

総
務
常
任
委
員
会

 

（
４
月　

日
開
催
）

２０

�

文
教
福
祉
常
任
委
員
会

 

（
４
月　

日
開
催
）

１３

�

産
業
建
設
常
任
委
員
会

 

（
４
月　

日
開
催
）

１７

�

議
会
運
営
委
員
会

 

（
４
月　

日
開
催
）

２３

�����
　

教
育
委
員
長
・
教
育
委
員
長
職

務
代
理
者
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

任
期：

平
成　

年
�
月　

日
〜

��

��

　
　
　
　
 
平
成　

年
�
月　

日

��

��

●
教
育
委
員
長

 
安  
達   
友  
恆  
さ
ん　

あ 

だ
ち 

と
も 

ひ
さ

（
大
佐
小
阪
部
）　

●
教
育
委
員
長
職
務
代
理
者

 
小  
野  
貴  
美 
江
   
 
さ
ん　

お 

の 

き 

み 

え（
新
見
）　
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����������

■
問
い
合
わ
せ
先　
　

総
務
課
総
務
係
（
�
�
６
２
０
４
）

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

毎
月
、
相
談
所
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

専
門
の
相
談
員
が
悩
み
や
ト
ラ
ブ
ル
な
ど

の
相
談
に
応
じ
、
場
合
に
よ
っ
て
は
必
要

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	



�
�
�
�

　

岡
山
弁
護
士
会
が
運
営
す
る

新
見
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー
で
は
、

弁
護
士
が
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に

応
じ
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

■
相
談
料

　
　

分
以
内　

� ,
�
�
�
円

��

　

（
内
容
に
よ
り
無
料
）

※
市
内
在
住
の
人
に
初
回
の
み

無
料
券（
な
く
な
り
次
第
終
了
）

を
交
付
し
ま
す
の
で
、
事
前
に

総
務
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
申
込
方
法

�
相
談
は
予
約
制
で
す
。

�
岡
山
弁
護
士
会（
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
）へ
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

�
受
付
時
間
は
、�
時
〜　

時
��

で
す
。（
平
日
の
み
）

■
日
時

�
予
約
時
に
指
定
さ
れ
た
時
間

�
毎
週
月
曜
（
祝
日
・
年
末
年

始
を
除
く
）
の　

時　

分
〜

��

��

　

時　

分

��

��

■
場
所

　

新
見
市
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

福
祉
課
障
害
者
福
祉
係
（
�
�
６
１
２
６
）

　

巡
回
更
生
相
談
は
、
身
体
に
障
が
い
の
あ
る

人
に
対
し
て
、
専
門
の
医
師
が
診
察
を
行
い
、

補
装
具
費
支
給
の
判
定
や
補
装
具
に
関
す
る
相

談
を
行
い
ま
す
。

　

車
い
す
や
補
聴
器
な
ど
の
補
装
具
の
購
入
や

修
理
を
す
る
際
、
補
装
具
費
支
給
決
定
の
判
定

を
受
け
た
人
に
、
補
装
具
費
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
事
前
の
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

■
相
談
内
容

　

�
車
い
す
、
補
聴
器
な
ど
の
補
装
具
の
相
談

　

�
補
装
具
費
支
給
申
請
な
ど

■
日
時

　

�
月　

日
�

��

　
　

時
か
ら　

時　

分
ま
で
受
付

��

��

��

■
場
所

　

新
見
市
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
金
谷
）

■
対
象
者

　

肢
体（
手
・
足
）障
が
い
・
聴
覚
障
が
い
の
ど
ち
ら

　

か
の
身
体
障
害
者
手
帳
を
持
っ
て
い
る
人

■
持
参
す
る
も
の

　

①
身
体
障
害
者
手
帳

　

②
印
鑑

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

な
支
援
を
行
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
日
時
・
会
場
・
問

い
合
わ
せ
先
は
、　

〜　

ペ
ー
ジ
の
行
事

��

��

予
定
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

予約相談内容相談員相談の名称

不要

人権問題など悩みご
と全般

人権擁護委員人 権 相 談

国などの仕事やサー
ビスに関する苦情、
要望など

行政相談委員行 政 相 談

育児や子どものこと家庭児童相談員家庭児童相談

ひとり親家庭や寡婦家
庭の人に関すること

母子自立支援員母父子相談

交通事故に関する悩
みごとやトラブルなど

交通事故相談員交通事故相談

振り込め詐欺や訪問
販売など消費生活問
題全般

消費生活専門
相談員

消費生活相談

登記など法務局で取
り扱う業務全般

法務局職員、
司法書士

登 記 相 談

心配ごと全般
民生委員・
児童委員

心配ごと相談

必要
予約先：新見市社
会福祉協議会（��
����）受付：�時��分
～��時��分（平日の
み）

法律問題全般弁護士法 律 相 談

��������
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■問い合わせ先　心身障害者医療費助成　福祉課障害者福祉係（��６１２６）

　　　　　　　　ひとり親家庭等医療費助成　こども課こども福祉係（��６１１５）

　

心
身
障
害
者
や
ひ
と
り
親
家

庭
な
ど
の
、
医
療
費
の
一
部
を

公
費
で
助
成
す
る
制
度
が
あ
り

ま
す
。

　

こ
の
制
度
で
は
、
医
療
費
の

自
己
負
担
割
合
が
原
則
�
割
と

な
り
、
�
か
月
の
負
担
限
度
額

に
つ
い
て
も
所
得
に
応
じ
て
基

準
額
を
定
め
て
い
ま
す
。

　

該
当
す
る
場
合
は
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	



　

医
療
費
受
給
資
格
証
を
す
で

に
お
持
ち
の
人
の
有
効
期
限
は

�
月
末
で
す
。

　

�
月
上
旬
に
更
新
申
請
書
を

送
付
し
ま
す
の
で
、
手
続
き
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�

�

�
�
�
�
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ひとり親家庭等医療費助成心身障害者医療費助成

前年分の所得税が非課税で、

次のいずれかに該当する人

①ひとり親家庭の親および児

童（※）

②父母のいない児童（※）、およ

び、その児童を養育してい

る配偶者のいない人

※児童とは��歳未満の人。ただし、

高等学校に在学中の人は卒業ま

で対象となります。

次のいずれかに該当する人

①�級または�級の身体障害

者手帳を持っている人

②重度の知的障害者と判定さ

れた人

③�級の身体障害者手帳を持

っている人で、中度の知的

障害者と判定された人

※所得制限により対象にならない

場合があります。

※��歳以上で新たに①～③に該当

した場合は対象になりません。

対象者

こども課・各支局・

各市民センター

福祉課・各支局・

各市民センター
申請場所

■
問
い
合
わ
せ
先

　

こ
ど
も
課
こ
ど
も
福
祉
係（
�
�
６
１
１
５
）

　

�
月
か
ら
、
子
ど
も
手
当
は
、
児
童
手
当
に
名

称
が
変
わ
り
ま
し
た
。
児
童
手
当
を
受
給
し
て
い

る
人
は
、
現
況
届
の
提
出
が
必
要
で
す
。
こ
の
届

け
出
に
よ
り
支
給
要
件
を
確
認
し
、
�
月
以
降
の

支
給
を
決
定
し
ま
す
。
必
ず
�
月　

日
�
ま
で
に

��

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

提
出
さ
れ
な
い
場
合
は
、
�
月
分
以
降
の
手
当

が
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
公
務
員
の
人
は
、
勤
務
先
で
の
手
続
き

が
必
要
で
す
。

■
注
意
事
項

　

平
成　

年
１
月
１
日
に
新
見
市
に
住
所
が　

２４

　

な
か
っ
た
人

　
　

現
況
届
の
ほ
か
に
、
前
住
所
地
の
市
区
町
村

が
発
行
し
た
「
平
成　

年
度
（
平
成　

年
分
）

��

��

児
童
手
当
用
所
得
証
明
書
」
が
必
要
で
す
。

　

児
童
が
新
見
市
以
外
に
在
住
し
て
い
る
人

　
　

該
当
児
童
の
属
す
る
「
世
帯
全
員
の
住
民

票
」
が
必
要
で
す
。

※
現
況
届
記
入
用
紙
は
、
�
月
上
旬
に
送
付
し
ま
す
。

■
提
出
先

　

こ
ど
も
課
、
各
支
局
、
各
市
民
セ
ン
タ
ー

�
�
�
�
�

�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

��������



����������
����������

■
問
い
合
わ
せ
先 　

企
画
政
策
課
政
策
係
（
�
�
６
１
１
４
）

　

各
地
域
で
使
用
す
る
地
区
集
会
所
に

つ
い
て
、
新
築
、
増
築
、
改
築
、
修
繕
、

模
様
替
え
お
よ
び
下
水
道
へ
の
接
続
工

事
な
ど
を
行
う
場
合
は
、
補
助
制
度
を
設

け
て
い
ま
す
の
で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

■
対
象
事
業　

　

補
助
対
象
経
費
が　

万
円
以
上
の
も
の

��

■
補
助
対
象
経
費　

　
　

安
全
施
設
（
フ
ェ
ン
ス
、
街
路
灯
）
の

整
備
や
防
犯
上
必
要
な
も
の
、
お
よ
び

集
会
施
設
の
機
能
を
果
た
す
た
め
に

必
要
な
最
小
限
度
の
も
の
に
限
る
。

■
補
助
対
象
外
経
費
の
例

　

�
庭
木
の
植
栽
・
剪
定
や
、
花
壇
の
整

　

備
な
ど
の
経
費

　

�
エ
ア
コ
ン
な
ど
の
備
品
と
な
る
経
費

※
右
に
挙
げ
た
も
の
は
、
一
例
で
あ
り
こ

の
他
に
も
対
象
外
と
な
る
経
費
が
あ
り

ま
す
。

■
受
付
期
間　

随
時
受
付

※
必
ず
事
業
を
実
施
す
る
前
に
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

※
交
付
に
は
諸
要
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	

補助金限度額補助率利用戸数対象事業

���万円

補助対象
経費の
�／�以内

���戸以上

新築

���万円��戸以上

���万円��戸以上

���万円��戸以上

���万円
��戸未満で市長が
認めたもの

���万円
小学校学区または
大字単位のもの増築・改築

���万円上記以外のもの

���万円
小学校学区または
大字単位のもの修繕・模様替え・

下水道接続
��万円上記以外のもの

■補助内容

■縦覧場所・問い合わせ先
　選挙管理委員会事務局（��６１５２）

　選挙管理委員会では、平成��年�月�日登

録の選挙人名簿および在外選挙人名簿のうち、

新規登載者名簿を縦覧に供します。

　この縦覧は、選挙人の異議申し出の機会を

保障するためのもので、登録漏れや無資格者

の登録、記載事項の誤りを防止するためのも

のです。

■縦覧期間

　�月�日�～�日�

　�：��～��：��（毎日）

�����
���

■問い合わせ先
介護保険課地域包括支援センター（��６２０９）

　市では、��歳以上の人（要介護認定を受け

ていない人）に対して、いつまでも元気に日々

の生活を送ることができるよう、運動機能の

向上や心身の充実を図ることを目的とした

「介護予防事業」を行っています。

　今年も介護予防が必要な人を把握するため、

日常生活の様子や心身の状態を確認する調査

票（基本チェックリスト）を発送しますので、

ご協力をお願いします。

■調査票の発送日

　�月上旬

��������
�����
��������

��������	
�

��������



������������
��������
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こ
れ
か
ら
、
梅
雨
や
台
風
な
ど
の
大
雨
が
降
る
時

期
に
な
り
、
災
害
が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

日
頃
か
ら
次
の
こ
と
に
注
意
し
て
、
災
害
を
未
然

に
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

�
�
�
�
�
�
�
�
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�
�
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�
�
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雨
の
多
い
時
期
に
入
り
ま
す
。

土
砂
災
害
を
防
止
す
る
た
め
に
、

現
在
あ
ら
ゆ
る
対
策
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
そ
れ
だ
け
で
は

必
ず
し
も
十
分
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　

被
害
を
最
小
限
に
食
い
止
め

る
た
め
に
は
、
一
人
ひ
と
り
が

気
象
情
報
な
ど
に
注
意
し
て
早

め
に
避
難
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
。

　
■
大
雨
の
情
報

　

長
雨
や
大
雨
で
危
険
だ
と
思

っ
た
ら
、
早
め
に
避
難
し
ま
し

ょ
う
。

　

土
砂
災
害
の
多
く
は
雨
が
原

因
で
起
こ
り
ま
す
。
�
時
間
に

　

�
以
上
、
ま
た
は
、
降
り
始

��め
て
か
ら
�
�
�
�
以
上
の
降

雨
量
に
な
っ
た
ら
十
分
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

　
■
避
難
方
法

　

土
砂
の
流
れ
る
方
向
に
対
し

て
横
方
向
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

　

土
石
流
は
速
度
が
速
い
た
め
、

流
れ
を
背
に
し
て
逃
げ
る
の
は

危
険
で
す
。

■
避
難
場
所

　

普
段
か
ら
家
族
全
員
で
避
難

場
所
や
避
難
す
る
道
順
を
確
認

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

災
害
が
起
き
た
と
き
、
家
族

全
員
が
近
く
に
い
る
と
は
限
り

ま
せ
ん
。
家
庭
で
、
あ
ら
か
じ

め
避
難
場
所
を
決
め
て
お
け
ば

安
心
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

建
設
課
維
持
管
理
係

　

�
�
�
�
�
�

　

大
佐
支
局
�
�
�
�
�
�

　

神
郷
支
局
�
�
�
�
�
�

　

哲
多
支
局
�
�
�
�
�
�

　

哲
西
支
局
�
�
�
�
�
�

　

こ
れ
か
ら
の
時
期
、
心
配
な

の
が
田
畑
の 
畦  
畔 
の
崩
壊
や
た

け
い 

は
ん

め
池
の
決
壊
な
ど
で
す
。

　

被
害
を
最
小
限
に
食
い
止
め

る
た
め
に
は
、
気
象
情
報
に
注

意
し
、
た
め
池
や
水
田
の
水
管

理
を
適
切
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

■
た
め
池
の
管
理

　

近
年
、
台
風
や
集
中
豪
雨
な

ど
に
よ
り
全
国
的
に
た
め
池
が

被
災
し
、
下
流
域
の
農
地
や
家

屋
な
ど
に
大
き
な
被
害
を
も
た

ら
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
災
害
を
未
然
に

防
ぐ
た
め
に
、
日
頃
か
ら 
堤  
体 

て
い 

た
い

の
草
刈
り
や
点
検
な
ど
を
心
が

け
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
大
雨

が
予
想
さ
れ
る
時
は
、
事
前
に

水
位
を
下
げ
て
お
く
な
ど
十
分

な
注
意
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
災
害
復
旧
事
業

　

被
災
し
た
田
畑
や
農
業
用
施

設
に
つ
い
て
、
適
用
要
件
を
満

た
し
た
場
合
は
、
復
旧
工
事
を

行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
復
旧

工
事
を
希
望
す
る
場
合
は
、
被

災
後
速
や
か
に
農
林
課
、
ま
た

は
各
支
局
へ
申
し
出
て
く
だ
さ

い
。

○
適
用
要
件

　
　

時
間
で　

�
以
上
の
雨
量
、

��

��

ま
た
は
�
時
間
に　

�
以
上
の

��

雨
量
が
あ
っ
た
場
合
で
、
次
の

農
地
・
施
設
が
復
旧
工
事
の
対

象
と
な
り
ま
す
。

①
耕
作
面
ま
で
被
災
し
た
農
地
。

②
農
業
用
施
設
（
複
数
の
受
益

者
が
い
る
農
道
・
水
路
な
ど
）

が
被
災
し
機
能
し
な
い
状
態
の

も
の
。

○
受
益
者
負
担
金

　

農
地
農
業
用
施
設
災
害
復
旧

工
事
に
は
、
受
益
者
負
担
金
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

農
林
課
耕
地
係

　

�
�
�
�
�
�

　

大
佐
支
局
�
�
�
�
�

　

神
郷
支
局
�
�
�
�
�

　

哲
多
支
局
�
�
�
�
�

　

哲
西
支
局
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	
�
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�������������	�
����	����※�月��日から放送予定　《毎日》　�：��・��：��・��：��

��������	
������※�月��日から放送予定　《毎日》　��：��・��：��・��：��

��������	
�����　《毎日》　�：��・��：��・��：��

��������	
�　《毎日》　��：��・��：��・��：��・��：��

��������	
���������　《毎日》　�：��・��：��・��：��

��������	
��　《毎日》　��：��・��：��・��：��

����������	��������	
�������　《毎日》　�：��・��：��・��：��

���������������	　《毎日》　�：��・�：��・�：��・��：��・��：��・��：��・��：��・��：��・��：��

���������	
����������　《毎日》　��：��

※上記番組放送時間以外は、文字放送（市からのお知らせなど）を放送しています。　■問い合わせ先　企画政策課広報係（������）

��

������
��

��������

��������	
�������

■内容
　インターネットで買い物やオークションに
　参加する体験（�回連続）
■対象
　パソコンで文字（かな・数字）を入力できる人
■日時
　�月��日�、��日�、��日�
　時間はいずれも��：��～��：��
■会場
　まなび広場にいみ�階パソコン教室
■参加費
　�,���円

■定員
　��名（多数の場合は抽選）
■申込方法
　（パソコン講座�月「インターネット体験」）、郵
便番号、住所、氏名、年齢、電話番号を記入し
て、ハガキまたは電話、ＦＡＸでお申し込みく
ださい。また、まなび広場にいみ受付にも申込
用紙を用意していますのでご利用ください。

■申込締切　�月��日�
■申し込み・問い合わせ先
　〒���－����　新見市新見���番地�
　生涯学習課生涯学習係　������　 �����

��

��������
��������	��
���

　市報�月号でお知らせした、新見公立大学・
短期大学の公開講座の内容を一部変更します。
◎講師の都合により第�回と第�回の内容を
　入れ替えます。

講師テーマ日程

新見公立短期大学
幼児教育学科

教授

 片  山 　 啓  子 
かた やま けい こ

地域ぐるみの
子育て支援 
「子育てカレッ
ジ」岡山モデル・
新見からの発信

�月��日�

��：��　　

　～��：��

第
�
回

新見公立大学

学長

 難  波 　 正  義 
なん ば まさ よし

新見市の活性
化を考える

�月��日�

��：��　　

　～��：��

第
�
回

■問い合わせ先
　新見公立大学 学務課　（������）

����������

　今年も東京芸術大学教授の 宮  廻  正  明 先生
みや さこ まさ あき

をお迎えして絵画教室を開催します。
　
　日程は�月��日�・��日�の予定です。
くわしい日程・参加募集は�月中旬以降に
ホームページ、新聞、また、市報にいみ�
月号などでお知らせします。

■問い合わせ先　
　生涯学習課生涯学習係（������）



������������
��������

���������	
���
■講座名　子どもの体験活動支援ボランティア養成講座
　　　　　～子どもと大人の幸せな出会いを目指して～
■受講料　���円（全日程を通して）
■定員　　��名程度
■募集締切　�月末日

９月９日（日）9月２日（日）7月29日（日）期日

ワークショップ
「ボランティア交流会」
～ひろげようボランティアの輪～

ワークショップ
「子どもの心をつかむ技」

講義・演習
「ボランティアに求められ
　るもの」

１３：３０～

１６：００

まなび広場にいみ正田公民館まなび広場にいみ会場

倉敷市立倉敷東小学校
学校支援ボランティアコーディネーター

 吉  村  榮  輔 
よし むら えい すけ

わくわく科学ランド

代表　 藤  本  忠  男 
ふじ もと ただ お

吉備国際大学

教授　 米  良  重  徳 
め ら しげ のり講師

��

　この講座では、講義や体験活動を通
して、子どもの体験活動に関わるボラ
ンティアとしての資質向上を図るた
めのノウハウを学びます。どなたでも
受講できますので、お気軽にお申込み
ください。

１１月１１日（日）９月～１０月期日

講義・演習
「ボランティア活動を通し
　て学んだこと」

ボランティア実践
（９月～１０月中に２日間程度実施）

１３：３０～

１６：００

まなび広場にいみ 各ボランティア実践会場会場

吉備国際大学

教授　 米  良  重  徳 
め ら しげ のり

ボランティア実施先職員
生涯学習課職員

講師

■申し込み・問い合わせ先
　生涯学習課生涯学習係
　（������）（ �����）
　詳細は、まなび広場にい
みおよび各公民館に備え付
けの「募集チラシ」をご覧
ください

��������	

■申込方法　
　入居希望者は、�月��日�必着で、都市整備課に備え付けの用紙でお申し込みください。
　申し込みに際しては、所得制限などがありますので、くわしくはお問い合わせください。
　申込者が募集戸数を超える場合の入居決定は、抽選とします。
　締め切り後、なお空き室がある場合には、�月末まで随時募集します。

その他家賃募集
戸数面積構造規模団地名

単身者可 
＊単身者については、��歳以上などの
制限があります

�����円～������円 
(所得により決定します)

������
簡耐�階建 
�ＤＫ

唐　松
（唐松）

単身者不可 
＊募集する部屋は�階です

������円～������円 
(所得により決定します)

1�����
中耐�階建 
�ＤＫ

金　谷
（旧県営住宅新見）

単身者不可 
������円～������円 
(所得により決定します)

������簡耐�階建
天　神

（大佐永富）

単身者不可 
 ������円～������円 
(所得により決定します)

������
中耐�階建 
�ＤＫ

哲西中央
（哲西町八鳥）

単身者可 ������円(定額)1�����
木造平家建 
�LＤＫ

特定公共賃貸住宅
大井野（大佐大井野）

■申し込み・問い合わせ先　都市整備課都計・住宅係（������）
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み うら ゆ り え
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◆開催日　７月２８日�
◆開演時間　��：��

◆開場時間　��：��　

◆入場料　　一般　�����円　　

　　　　　　高校生以下　���円　　

　※小学生未満のお子様の入場はご遠慮ください。

◆チケット取扱場所

　まなび広場にいみ、各支局ほか

■問い合わせ先

　生涯学習課文化振興係（������）

　市教育委員会では、昨年素晴らしい演奏で好

評を博した三浦友理枝さんによるピアノコンサ

ートを今年も開催します。

　三浦さんは、����年「第��回マリア・カナル

ス国際音楽コンクール」ピアノ部門第�位や

����年「リーズ国際ピアノコンクール」特別賞

など数々の受賞経験をもち、��年にリリースし

た「ショパン：��のプレリュード」は「レコー

ド芸術」（音楽之友社）で特選盤に選ばれた今注

目のピアニストです。

　この機会に一流の文化に触れてはいかがでし

ょうか。みなさんのご来場をお待ちしています。

�Ｙｕｊｉ Ｈｏｒｉ

��������	
���

  市の成人式は、実行委員会が中心となり、企画・

運営を行っています。

　式典の内容やアトラクション、その他の演出

や記念品など、すべてを実行委員会が自ら企画

し、自分たちの成人式を作り上げます。

　実行委員会は成人式開催まで、必要に応じて

会議を行います。実行委員としてご参加いただ

ける人を募集しますので、ぜひご応募ください。

■実行委員応募資格

　平成��年度新見市成人式対象者

　（平成�年�月�日～平成�年�月�日生）

■募集人数　��人程度

■募集期間　�月�日(金)～�月��日(火)

■応募方法

　住所、氏名、性別、生年月日、電話番号を記入の

うえ、ハガキまたはＦＡＸでご応募ください。

　【ハガキ】

　　〒���－����　新見市新見���番地�

　　生涯学習課内「成人式実行委員会事務局」

　【ＦＡＸ】　�����

■問い合わせ先

　生涯学習課生涯学習係（������）

■平成２４年度新見市成人式は、平成２５年１月２日

�に開催予定です。実行委員会設立後、正式

にご案内いたします。

　成人式、それは新しい時代を生きるみなさん
の、２０歳の門出です。その企画から式典の運営
まで、自分たちの手で行ってみませんか？
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私
は
、
数
年
前
よ
り
「
老
前
整
理
」

と
称
し
て
身
辺
の
片
づ
け
を
始
め
ま

し
た
が
、
元
来
の
貧
乏
性
な
の
か
、
モ

ノ
を
捨
て
る
こ
と
に
罪
の
意
識
を
感

じ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
ゴ
ミ
の
減
量
を
工
夫
す
る

こ
と
で
、
脳
の
老
化
防
止
に
も
役
立
つ

か
も
し
れ
な
い
と
思
い
、
そ
れ
ら
を
再

生
す
る
こ
と
を
考
え
た
の
で
す
。

　

幸
い
、
昔
か
ら
趣
味
と
し
て
絵
画
、

切
り
絵
、
縫
い
物
、
押
し
絵
、
小
物
作

り
な
ど
興
味
が
あ
る
も
の
は
、
何
で
も

一
通
り
や
っ
て
い
た
の
で
、
古
布
、
端

切
れ
、
着
物
、
着
な
く
な
っ
た
衣
類
、

紙
類
な
ど
の
不
用
品
を
利
用
し
て
創

作
す
る
。
お
金
を
か
け
ず
に
趣
味
を

楽
し
め
、
そ
し
て
で
き
あ
が
っ
た
も
の

は
、
欲
し
い
人
に
譲
っ
た
り
、
施
設
な

ど
に
飾
っ
て
も
ら
い
、
そ
れ
ぞ
れ
に
喜

ば
れ
私
自
身
も
お
お
い
に
満
足
し
て

い
ま
す
。

 宮  �  方  佐 子   さん

みや ざき ま さ こ

［大佐小阪部］

　

不
用
品
の
リ
メ
イ
ク
、
リ
サ
イ
ク

ル
は
「
次
は
こ
れ
を
使
っ
て
何
を
作
ろ

う
か
」
と
時
間
の
合
間
を
ぬ
い
考
え
る

こ
と
も
楽
し
い
こ
と
で
、
得
心
す
る
も

の
が
で
き
あ
が
っ
た
時
に
は
、
物
を
捨

て
る
罪
悪
感
も
な
く
、
捨
て
る
し
か
な

か
っ
た
も
の
が
、
自
分
の
ア
イ
デ
ア
で

楽
し
い
も
の
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
っ
た

こ
と
に
、
達
成
感
を
得
ら
れ
自
己
満

足
し
て
い
ま
す
。

　

日
頃
の
地
域
で
の
活
動
の
中
で
、
家

庭
で
の
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
て
し
ま
う

こ
と
も
多
々
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
よ
う

な
こ
と
に
頭
を
切
り
換
え
る
こ
と
で
、

新
し
い
思
考
も
生
ま
れ
て
く
る
よ
う

に
思
い
ま
す
。

　

還
暦
を
過
ぎ
た
こ
れ
か
ら
も
、
身

辺
整
理
も
兼
ね
な
が
ら
、
生
き
生
き

と
し
た
生
活
を
し
て
い
く
た
め
、
け
じ

め
を
つ
け
な
が
ら
物
作
り
を
続
け
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

私
の
ふ
る
さ
と
倉
敷
市

は
、
岡
山
県
第
２
の
都
市
と

呼
ば
れ
る
、
そ
こ
そ
こ
大
き

な
市
で
す
。
で
す
か
ら
、
新

見
に
初
め
て
来
た
と
き
、

「
の
ど
か
で
、
田
舎
だ
な
ぁ
」

と
思
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
こ
ち
ら
で
１
人

暮
ら
し
を
始
め
て
１
年
た

つ
と
、
倉
敷
と
は
違
っ
た
に

ぎ
や
か
さ
が
あ
る
こ
と
に

気
が
つ
き
ま
し
た
。
何
よ
り

も
、
地
域
の
つ
な
が
り
や
結

び
つ
き
が
と
て
も
強
い
こ

と
に
驚
か
さ
れ
、
知
ら
な
い

人
で
も
す
ぐ
に
親
し
く
な

れ
る
、
そ
ん
な
環
境
を
素
晴

ら
し
い
と
感
じ
ま
し
た
。

　

新
見
に
来
る
前
、
母
か
ら

新
見
の
人
は
人
柄
が
良
い

と
い
う
こ
と
を
聞
い
て
い

ま
し
た
が
、
本
当
に
明
る
く

て
優
し
く
、
親
し
み
や
す
い

人
ば
か
り
で
し
た
。
地
域
の

つ
な
が
り
の
強
さ
が
あ
る

か
ら
こ
そ
、
人
柄
の
良
い
人

が
多
い
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

私
も
早
く
新
見
色
に
染

ま
っ
て
、
多
く
の
人
と
関
わ

っ
て
い
き
た
い
で
す
。

��
の 
�
��
��
��
か 
ら 
見
た �
�
�
�

新
見
公
立
大
学

看
護
学
部
２
年

 
小  
山   
直 
夏
   

さ
ん

こ 

や
ま 

な
お 

か

（
出
身 ‥

倉
敷
市
）

��������
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In a few months I will have lived in Japan for two years. Two years 
ago at this time I was about to find out where I would be living in 
Japan. I was so excited. I kept imagining living in a big city in an 
apartment with a view of Mt. Fuji. I really wanted to live by the 
ocean too. It's not hard to live by the ocean I thought; Japan is an 
island! Every day I checked the mail until one day I saw a big 
package from the JET programme. I ran inside and tore into it. My 
heart was racing. This was it. Where was I going!? 
"Andrew. Congratulations! You've been placed in Niimi, Okayama." 
"WOW!" I said. "......what's a Niimi?" I went on Google Maps and 
searched for Okayama. I won't lie. I was very disappointed. Where 
was the big city? 
Where was the ocean? Where was Mt. Fuji!? The first few days after I 
found out I was coming to Niimi I thought I should either reject 
my employment offer or come to Japan and try and switch 
placements after a year. Obviously considering I came to Niimi and 
am still here two years later my feelings have since changed. The 
people of this town accepted me and taught me an important life 
lesson: to always keep an open mind. On my application to come to 
Japan there was a spot to write in the three places you want to be 
placed. If I had to write that application again I would put down Niimi 
all three times. My life here hasn't always been easy; however, good 
or bad I wouldn't change a thing. 
Thank you for making me feel welcome. Thank you for showing me 
what a great place the Japanese countryside can be. Thank you for 
trusting me with your children's education (you brave people...). Most 
importantly. Thank you for giving me a second home.

�

�

�

第　

通
８７

 小  林  伸 浩   さん�
こ ばやし のぶ ひろ

大阪市大正区（出身：新見　会社員）

か
ら
や
っ
て
た
剣
道
！

　

ス
キ
ー
で
ひ
ざ
を
痛

め
現
在
�
段
で
や
め
て
い
ま
す
が
、そ
ん
な
僕

も
�
度
だ
け
実
業
団
の
剣
道
全
国
大
会
の
個

人
戦
で
優
勝
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。あ
と

冬
は
ス
キ
ー（
休
業
中
）、夏
は
い
ま
だ
に
サ
ー

フ
ィ
ン
を
や
っ
て
今
を 
謳  
歌 
し
て
い
ま
す
。

お
う 

か

　

そ
れ
以
外
に
は
大
阪
で
も
、帰
省
し
て
も
気
が
向
け
ば

「
撮
り
鉄（
鉄
道
写
真
を
撮
る
こ
と
）」を
し
に
カ
メ
ラ
片
手

に
フ
ラ
フ
ラ
〜
、本
当
に
予
定
が
何
も
無
い
日
は
家
で
料
理

を
作
っ
た
り
、大
阪
の
新
世
界
の
立
ち
飲
み
で
朝
か
ら
お
酒

を
飲
ん
だ
り
と
、落
ち
着
き
の
な
い「
お
っ
さ
ん
」に
な
っ
て

ま
し
た
。

　

昔
、将
来
の
自
分
を
想
像
し
た
と
き
、今
み
た
い
に
な
っ

て
る
っ
て
思
い
も
よ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。が
、そ
れ
は
そ
れ

で
現
在
、趣
味
に
仕
事
に
と
毎
日
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

は
生
ま
れ
も
育
ち
も
地
元
新
見
。昔
、両
親
は
実

家
の
あ
っ
た
三
日
市
で
小
さ
な
印
刷
屋
を
営
ん

で
い
ま
し
た
。兄
弟
は
妹
が
�
人
。�
人
は
草
間
、�
人
は

名
古
屋
で
家
庭
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

小
学
校
は
思
誠
小
、中
学
校
は
一
中
、高
校
は
津
山
の

高
校
で
親
元
を
離
れ
て
�
年
間
の
寮
生
活
。そ
の
後
大
阪

の
大
手
造
船
会
社
に
剣
道
で
引
っ
張
ら
れ
就
職
が
決
ま

り
、結
婚
し
家
族
が
で
き
、家
を
持
つ
。い
つ
の
間
に
か
大

阪
で　

年
の
年
月
が
経
っ
て
い
ま
し
た
。

��

　

そ
ん
な
僕
も
今
年
で　

歳
。若
い
頃
、自
分
が
そ
ん
な

��

歳
に
な
る
と
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

現
在
、嫁
は
ん
一
人
、息
子
�
人
。そ
れ
ぞ
れ
大
学
生

（
下
の
子
は
双
子
の
男
の
子
）の
家
族
�
人
、そ
れ
に
大
切

な
パ
ー
ト
ナ
ー　

ウ
ェ
ル
シ
ュ
コ
ー
ギ
ー
の「
こ
て
つ
」

雄
�
歳
と
、毎
日
賑
や
か
に
生
活
し
て
い
ま
す
。

　

特
に
特
技
も
な
く
…
あ
っ
！
あ
り
ま
し
た
。　

小
学
校

★

�
�
�
�
�
�
�
�
	
�


�
さ
ん

僕

�
�
��

�
�
�
�
�
�
�
�
�
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�
�
�
�
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�
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　  太鼓の音に合わせて
 　   ●第２３回鯉が窪湿原まつり

　　 　長年の功績が讃えられ
　 　 　●春の園遊会

　�月��日�、東京・赤坂御苑で春の園遊会が開催され、全国市長会
中国支部の推薦により、柴田副市長が招待されました。
  会場では、皇太子様から、新見庄についてのお言葉をいただきました。

　�月�日�、きらめき広場・哲西周辺
で、「第��回鯉が窪湿原まつり」が開催さ
れました。
　周辺の水田では、和牛�頭の代かきに
続き、太鼓の音や田植え歌に合わせ、早乙
女が田植えを行う「太鼓田植え」が披露さ
れました。
　また、鯉が窪湿原ではリュウキンカが
咲き、家族連れらが足を運び湿原でのひ
とときを満喫していました。

    神郷太鼓や備中神楽も披露
       ●三室峡シャクナゲ祭り

　�月�日�、神郷油野の三室総合案内所周辺で「三室峡
シャクナゲ祭り」が開催されました。
　会場では、餅まきや神郷太鼓・備中神楽などの催しや、
ヤマメ釣りや特産品の販売が行われました。
　訪れた人たちは、渓谷に咲くシャクナゲをカメラに収
めるなどして、美しい新緑のなかで心地良い�日を過ご
していました。

   　楽しい子どもの日
     　●にいみ子どもマス釣り大会

　�月�日�、新見御殿町センター裏の高
梁川で、「にいみ子どもマス釣り大会」が開
催されました。
　訪れた家族連れは、大物ゲットを目指し
マス釣りを楽しんでいました。また、浅瀬
ではマスや金魚などのつかみ取りも行われ、
会場は子どもの日を満喫する子どもたちの
笑顔であふれていました。
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　　新緑と清流を満喫
　　●大井野清流・石楠花まつり

　国際交流への理解と関心を深める
 　●国際交流協会講演会

　�月��日�、新見公立大学内の学術交流センターで、
新見市国際交流協会による講演会が開催されました。
　講師に姉妹都市縁組を結んでいる、アメリカ・ニュー
パルツ国際交流協会会長の、デイブ・カッカモさんをお
迎えし、ニューパルツヴィレッジの紹介と新見市との交
流についての講演が行われました。参加者は、国際交流
への理解と関心をより一層深めていました。

　�月��日�、大井野別れ広場を中心に、「大
井野清流・石楠花まつり」が開催されました。
　会場では、地元住民による屋台村やもちつ
きが行われました。中でもつきたてのヒメノ
モチの販売には、買い求める人の行列が出で
きるほどの盛況でした。
　また、御洞渓谷や赤松渓谷の散策も行われ、
訪れた人たちは、鮮やかな新緑での自然散策
を満喫していました。

 さまざまな催しで盛大に
   ●新見公立大学・短期大学「鳴滝祭」

　�月��日�・��日�、新見公立大学・短期大学
で「第��回鳴滝祭」が開催されました。
　ステージでは、菓子まき、ミスコンテスト、新見
ウインドアンサンブルの生演奏などの催しがあ
り、客席からは大きな歓声が起こっていました。
　会場では、学生による模擬店やチャリティーバ
ザーにあわせて、東日本大震災の復興支援のため
の募金箱を設置し、協力を呼びかけました。

　  Ａ級グルメも堪能
 　  ●千屋成地牡丹祭り

　�月��日�、千屋成地牡丹園で、牡丹祭りが
開催されました。
　会場では、地元千屋社の備中神楽などの催しや地
元住民による屋台が開かれ、Ａ級グルメの代表であ
る千屋牛を使った料理の販売も行われました。ま
た、中国・信陽市から贈られた牡丹など約�,���本が
見ごろを迎え、訪れた人を楽しませていました。
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６
月
は
、
む
し
歯
予
防
月
間
で
す
。
市
の
乳
幼
児
の
中
で
む
し
歯
の
あ
る
子
ど
も
の
割
合
は
年
々
減
少
傾
向

に
あ
り
、
平
成　

年
度
の
３
歳
児
健
康
診
査
で
は
、　

年
度
と
比
較
し
て
約
９
％
低
下
し
ま
し
た
。（
図
１
参
照
）

２３

２２

　

平
成　

年
度
以
降
も
、３
歳
児
の
む
し
歯
の
あ
る
子
ど
も
の
割
合
を　

％
以
下
に
す
る
３
２
０（
さ
ん
に
い
ま

２４

２０

る
）を
目
標
に
、
家
族
や
地
域
の
み
な
さ
ん
に
も
乳
幼
児
健
診
で
の
結
果
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、
一
緒
に
子
ど

も
た
ち
の
歯
を
む
し
歯
か
ら
守
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	



　

お
や
つ
を
ダ
ラ
ダ
ラ
と
食
べ
て
い
る

子
ど
も
に
、
む
し
歯
が
多
い
傾
向
の
あ

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

食
べ
物
が
入
る
と
口
の
中
は
酸
性
に

な
り
、
む
し
歯
に
な
り
や
す
い
環
境
に

な
り
ま
す
。
だ
ら
だ
ら
食
い
を
続
け
て
い

る
と
、
口
の
中
は
い
つ
も
酸
性
の
状
態
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

お
や
つ
を
食
べ
る
と
き
は
、
回
数
と

時
間
を
決
め
て
規
則
正
し
く
食
べ
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
��
�
�
�
�
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む
し
歯
予
防
に
は
、
仕
上
げ
磨
き
が

効
果
的
で
す
。

　

仕
上
げ
磨
き
は
、「
寝
る
前
」「
食
後
」

な
ど
、
あ
る
程
度
時
間
を
決
め
て
行
い
、

寝
か
せ
た
状
態
で
行
う
と
口
の
中
の
状

況
も
よ
く
見
え
て
磨
き
や
す
く
な
り
ま

す
。

　

仕
上
げ
磨

き
は
小
学
校

�
〜
�
年
生

ま
で
続
け
ま

し
ょ
う
！

�
�
�
�
�
�
�
�
	

　

よ
く
噛
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
唾
液
の

分
泌
が
盛
ん
に
な
り
ま
す
。
唾
液
に
は
、

酸
性
に
な
っ
た
口
の
中
を
中
性
に
戻
す

力
が
あ
り
ま
す
。
よ
く
噛
ん
だ
時
に
出

る
唾
液
は
、
通
常
の
唾
液
に
比
べ
て　
��

倍
〜　

倍
も
の
酸
を
中
性
に
す
る
力
が

��

あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�

　

子
ど
も
の
む
し
歯
は
進
行
が
早
い
の

で
、
�
〜
�
か
月
か
ら
半
年
に
�
回
は

定
期
検
診
に
行
き
ま
し
ょ
う
。
定
期
検

診
は
「
む
し
歯
を
見
つ
け
る
た
め
」
で

は
な
く
、
子
ど
も
と
保
護
者
が
「
む
し

歯
を
作
ら
な
い
」
と
い
う
意
識
と
知
識

を
高
め
る
た
め
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

　

検
診
で
は
、
子
ど
も
の
年
齢
や
状
況

に
応
じ
た
注
意
点
や
、
歯
み
が
き
の
チ

ェ
ッ
ク
方
法
な
ど
の
相
談
に
の
っ
て
も

ら
え
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
づ
く
り
課
親
子
保
健
係

　

（
�
�
�
�
�
�
）

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	
�
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【図１】むし歯のある子どもの割合
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���������������������� 高尾高西町・介護老人保健施設

「くろかみ」内

■問い合わせ先　市民課 地域医療係  （��６１３０）

����������������������
���������������������� ��������	

����������	


����������������������
����������������������

��������	
��

��������	
��������

��������	
�

新見市休日・準夜間診療所（������）
診 療 日：月～金曜日
休 診 日：毎週土曜日、 日曜日 、 祝日 
診療科目：内科、小児科

診療時間：��：��～��：��

���������	


�����������

平成��年
�月��日～�月��日生

��：��～��：��
  新見市
  保健福祉
  センター

水�月��日

��������

�����������

平成��年
��月生

��：��～��：��
  新見市
  保健福祉
  センター

火�月��日

����

�月�日（日）

新見市　新見中央病院 ������
庄原市　こぶしの里病院 �����������
真庭市　勝山病院（内･外） ����������
真庭市　廣惠医院（内・外） ����������

�月��日（日）

新見市　太田病院 ������
庄原市　日伝医院 �����������
真庭市　落合病院（内） ����������
真庭市　金田病院（外） ����������
真庭市　宮島医院（内） ����������

�月��日（日）

新見市　渡辺病院 ������
庄原市　東城病院 �����������
真庭市　近藤病院（内・外） ����������
真庭市　金田医院（外） ����������

�月��日（日）

新見市　長谷川紀念病院 ������
庄原市　三上クリニック �����������
真庭市　金田病院（内・外） ����������
真庭市　石賀医院（内） ����������

�月�日（日）

新見市　新見中央病院 ������
庄原市　こぶしの里病院 �����������
真庭市　湯原温泉病院（内･外） ����������
真庭市　本山医院（内） ����������

高尾高西町・介護老人保健施設「くろかみ」内
新見市休日・準夜間診療所（��０３３４）

新見水舟・市役所前
新見市休日歯科診療所（��８０８３）
※受付時間　９：００～１６：００　

��

��

■問い合わせ先

　健康づくり課親子保健係（������）

���������	
�

�����������

平成��年
�月生

��：��～��：��
  新見市
  保健福祉
  センター

木�月��日

���������	


�����������

平成��年
��月・��月生

��：��～��：��
  新見市
  保健福祉
  センター

水�月�日

���������	


�����������

平成��年
��月生

��：��～��：��
  新見市
  保健福祉
  センター

火�月��日

　子どもの夜間の急な発熱、けいれんなどの症状について、当番の小児科医または看護師など
が電話で相談に応じるとともに受診などについて適切なアドバイスを行います。

■電話番号　����� または�������������
　（＃����については、携帯電話およびプッシュ回線固定電話のみご利用できます。）
■相談日時　�平日：��：��～��：��  �土曜、日曜、祝日および��月��日 ～翌年�月�日： ��：��～��：��
■対 象 者　県内にお住まいのおおむね��歳以下の子どもおよびその保護者

��
����
����

���

��������

��：��～��：��きらめき広場・哲西
金�月�日

��：��～��：��松陽産業（株）岡山工場

��：��～��：��
備中県民局新見地域
事務所

木�月��日

��：��～��：��新見市消防本部

��：��～��：��大佐支局
金�月��日

��：��～��：��Ａコープあしん

※��歳～��歳の人は、��歳～��歳までの間に献血

の経験がある人に限られます。 

※本人確認ができる物を持参してください。
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い
じ
め
や
体
罰
、
不
登
校
や

虐
待
な
ど
、
子
ど
も
の
人
権
問

題
は
周
囲
の
目
に
つ
き
に
く
く
、

ま
た
被
害
者
で
あ
る
子
ど
も
が

被
害
を
訴
え
る
だ
け
の
能
力
が

な
か
っ
た
り
、
身
近
に
相
談
で

き
る
大
人
が
い
な
か
っ
た
り
す

る
場
合
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

「
子
ど
も
の
人
権
�
�
�
番
」

は
、
そ
れ
ら
を
い
ち
早
く
キ
ャ

ッ
チ
し
て
解
決
す
る
た
め
の
専

用
相
談
電
話
で
す
。

　

子
ど
も
だ
け
で
な
く
大
人
も

相
談
で
き
、
電
話
は
最
寄
り
の

法
務
局
に
つ
な
が
っ
て
法
務
局

職
員
や
人
権
擁
護
委
員
が
相
談

に
応
じ
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
相
談
電
話
番
号　

　

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

■
受
付
時
間　

　

�
時　

分
〜　

時　

分

��

��

��

　

（
平
日
の
み
）

　

な
お
、
�
月　

日
�
か
ら
�

��

月
�
日
�
ま
で
は
、
全
国
一
斉

「
子
ど
も
の
人
権
�
�
�
番
」強

化
週
間
と
し
て
、
受
付
時
間
を

�
時　

分
〜　

時
（
土
・
日
曜

��

��

は　

時
〜　

時
）
に
延
長
し
て

��

��

い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

岡
山
地
方
法
務
局

　

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�

　

県
で
は
、
岡
山
市
内
で
開
催

さ
れ
る
「
お
か
や
ま
桃
太
郎
ま

つ
り
納
涼
花
火
大
会
」
当
日
、

車
い
す
を
使
用
さ
れ
て
い
る
身

体
に
障
が
い
の
あ
る
方
を
県
庁

舎
へ
招
待
し
ま
す
。

■
日
時

　

�
月
�
日
�

　
　

時
〜　

時　

分

��

��

��

■
場
所

　

県
庁
�
階
大
会
議
室

■
対
象
者

　

県
内
在
住
の
身
体
障
害
者
手

帳
を
お
持
ち
で
、
車
い
す
を

使
用
さ
れ
て
い
る
方

■
募
集
人
数

　
　

人
��

　

（
付
き
添
い
は
�
人
ま
で
）

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選

■
応
募
期
間

　

�
月
�
日
�
〜
�
月　

日
�

��

■
応
募
方
法

　

郵
便
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電
子
申
請

（
電
話
に
よ
る
応
募
は
で
き

ま
せ
ん
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

岡
山
県
障
害
福
祉
課

　

「
花
火
大
会
県
庁
舎
ご
招
待

係
」

　

〒
�
�
�
�
�
�
�
�

　

岡
山
市
北
区
内
山
下
�
丁
目

�
番
�
号

　

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�

　
 

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�

　

メ
ー
ル　

sh
o
fu
k
u
@
p
re
f.

o
k
a
y
a
m
a
.lg
.jp

�
�
�
�

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

h
ttp
://w

w
w
.p
re
f.o
k
a
y

a
m
a
.jp
/p
a
g
e
/d
e
ta
il-3
6

1
7
9
.h
tm
l

　
　
　
　
　
　
　
　

　

新
見
公
民
館
で
は
、
介
護
予

防
の
た
め　

歳
以
上
の
市
民
の

��

健
康
維
持
・
増
進
と
運
動
習
慣

を
身
に
付
け
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
専
門
家
の
指
導
に
よ
る

「
健
康
教
室
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

全　

回
の
教
室
の
う
ち
、
前

��

半
�
回
を
「
げ
ん
き
広
場
に
い

み
」
の 
藤  
本  
広  
平 
さ
ん
な
ど
、

ふ
じ 

も
と 

こ
う 

へ
い

後
半
�
回
は
介
護
予
防
体
操
指

導
士
の 
三  
村  
幸  
子 
さ
ん
を
そ
れ

み 

む
ら 

さ
ち 

こ

ぞ
れ
講
師
に
お
迎
え
し
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
奮
っ
て
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

■
日
時　
　

�
第
�
回　

�
月
�
日
�

　

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
・
健

康
講
話

�
第
�
回　

�
月　

日
�

��

　

梅
雨
時
期
の
ス
ッ
キ
リ
法

�
第
�
回　

�
月
�
日
�

　

機
能
改
善
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
①

�
第
�
回　

�
月　

日
�

��

　

夏
の
だ
る
さ
解
消

�
第
�
回　

�
月　

日
�

��

　

機
能
改
善
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
②

�
第
�
回　

�
月　

日
�

��

　

心
の
薬
、
体
の
薬

�
第
�
回　
　

月　

日
�

��

��

　

機
能
改
善
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
③

�
第
�
回　
　

月　

日
�

��

��

　

青
竹
ふ
み
ふ
み

�
第
�
回　
　

月　

日
�

��

��

　

機
能
改
善
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
④

　

お
で
か
け
健
康
教
室

�
第　

回　
　

月
�
日
�

��

��

　

穏
や
か
に
明
る
く
暮
ら
そ

う
・
健
康
づ
く
り
講
演
会

※
時
間
は
い
ず
れ
も
、
�
時　
��

分
〜　

時　

分

��

��

■
会
場

　

ま
な
び
広
場
に
い
み
・
げ
ん

き
広
場
に
い
み

■
参
加
資
格

　
　

歳
以
上
の
市
民

��
■
定
員

　
　

名
（
申
込
受
付
順
）

��

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
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�
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�



����������
����������

■
参
加
費

　

年
会
費
と
し
て
入
会
時
に

　

� ,
�
�
�
円

■
申
込
方
法

　

新
見
公
民
館
お
よ
び
ま
な
び

広
場
に
い
み（
受
付
）に
備
え
付

け
の
参
加
申
込
書
に
よ
り
、
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
申
し
込

み
先
は
新
見
公
民
館
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

　

新
見
公
民
館
（
�
�
�
�
�

�
）

　

ま
た
は
、
ま
な
び
広
場
に
い

み
受
付
（
�
�
�
�
�
�
）

　

新
見
阿
哲
文
学
選
奨
協
議
会

で
は
、
平
成　

年
度
新
見
阿
哲

��

文
学
選
奨
の
作
品
を
募
集
し
ま

す
。

■
募
集
部
門

　

①
小
説
（
随
筆
、
戯
曲
、
児

童
文
学
を
含
む
）
②
詩
③
短

歌
④
俳
句
⑤
川
柳
⑥
ジ
ュ
ニ

ア
の
部（
童
話
、詩
、短
歌
、俳

句
、
川
柳
な
ど
）

■
応
募
資
格

�
市
内
在
住
者
、
出
身
者
、
勤

務
者

�
市
内
の
文
学
活
動
に
参
加
し

て
い
る
人

※
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
は
小
・
中
学

生
■
作
品
募
集
締
切

　

�
月　

日
�

��

※
当
日
消
印
有
効

■
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

　

〒
�
�
�
�
�
�
�
�

　

新
見
市
新
見
�
�
�
番
地
�

　

ま
な
び
広
場
に
い
み
団
体
活

動
室
内

　

新
見
阿
哲
文
学
選
奨
協
議
会

　

（
�
�
�
�
�
�
）

　

国
税
庁
で
は
、
税
務
職
員
を

募
集
し
ま
す
。
税
の
ス
ペ
シ
ャ

リ
ス
ト
を
目
指
し
て
、
ぜ
ひ
受

験
し
て
く
だ
さ
い
。

■
受
験
資
格

�　

平
成　

年
�
月
�
日
以
降

��

に
、
高
等
学
校
ま
た
は
中
等

教
育
学
校
を
卒
業
し
た
人
、

お
よ
び
平
成　

年
�
月
ま
で

��

に
高
等
学
校
ま
た
は
中
等
教

育
学
校
を
卒
業
す
る
見
込
み

の
人

�　

人
事
院
が
�
に
揚
げ
る
者

に
準
ず
る
と
認
め
る
人

■
試
験
の
程
度

　

高
校
卒
業
程
度

■
受
験
申
込
期
間

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト：

�
月　
��

日
�
〜
�
月
�
日
�

　

郵
送
ま
た
は
持
参：

�
月
�

日
�
〜　

日
�

��

■
第
１
次
試
験

　

�
月
�
日
�

■
問
い
合
わ
せ
先

　

新
見
税
務
署
�
�
�
�
�
�

　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

h
ttp
://w

w
w
.n
ta
.g
o
.jp

　

岡
山
県
備
北
保
健
所
新
見
支

所
で
は
、
精
神
科
医
師
・
保
健

師
に
よ
る
心
の
健
康
相
談
を
開

催
し
ま
す
。　

■
日
時
（
�
月
・
�
月
分
）

●
精
神
科
医
師
に
よ
る　
　
　

心
の
健
康
相
談

　

�
月
�
日
�　

　

�
時　

分
〜　

時　

分

��

��

��

　

�
月　

日
�　

��

　
　

時　

分
〜　

時　

分

��

��

��

��

�����������

　新見小岸住宅団地（�区画）・西方
郷原住宅団地（�区画）を分譲して
います。
　新見市で自然環境と調和した、ゆ
とりと潤いのある暮らしをしませ
んか。
■問い合わせ先　
　新見市土地開発公社
　（総務課内）（������）

��������

小岸住宅団地

西方郷原住宅団地

　

�
月
�
日
�

　

�
時　

分
〜　

時　

分

��

��

��

●
思
春
期
心
の
健
康
相
談

　

�
月　

日
�　
　

時
〜　

時

��

��

��

■
場
所

　

備
北
保
健
所
新
見
支
所

　

（
岡
山
県
備
中
県
民
局
新
見

地
域
事
務
所
内
）

※
必
要
に
応
じ
て
訪
問
相
談
も

し
て
い
ま
す
。

■
相
談
料　

無
料

■
申
込
方
法

　

相
談
は
予
約
制
で
す
。

　

備
北
保
健
所
新
見
支
所
へ
電

話
で
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

備
北
保
健
所
新
見
支
所

　

（
�
�
�
�
�
�
）

　

山
田
方
谷
記
念
館
で
は
、
山

田
方
谷
に
関
す
る
勉
強
会
を
開

催
し
ま
す
。

■
開
催
日　

　

�
月　

日
�　
　

時
〜　

時

��

��

��

■
場
所　
　

　

新
見
市
大
佐
小
南
�
�
�
番

地
�　

山
田
方
谷
記
念
館　

研
修
室

■
参
加
料　

�
�
�
円

■
問
い
合
わ
せ
先　

　

山
田
方
谷
記
念
館

　

（
�
�
�
�
�
�
）

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
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土金木水火月日

��

�������

��������������

��������������

��������������

������

����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
ｈｔｔｐ：//ｌｉｂ．ｃｉｔｙ．ｎｉｉｍｉ．ｏｋａｙａｍａ．ｊｐ/ｉｎｄｅｘ．ｈｔｍ

�
月
の
休
館
日

�月�日� ��：��～　子ども映画会（哲西）

�月��日� ��：��～　こどもお楽しみ会（新見）

　　　　　 ��：��～　こども映画会（新見）

�月��日� ��：��～　エコバッグを作ろう！（新見）

��������	
�����

「ファーブル昆虫記の虫たち Kumada chikabo’ s world１～５」
 熊  田  千  佳  慕 ／著　　小学館　
くま だ ち か ぼ

�
�
�

�
��

�
�
�

�
�
�
�

◇新見図書館・哲西図書館・おおさ総合センター・神郷生涯学習センター・哲多総
合センター・学術交流センター図書館で借りた図書などは、この�施設のどこ
でも返却できます。  ただし、この�施設が所蔵する図書などに限ります。

「アメリカン・ゴッズ　上・下巻」
ニール・ゲイマン／著　角川書店　����年

　信じるものを失った時、我々
はどこに向かうのか…。刑務所
から保釈される待ちに待ったそ
の日、シャドウは告げられた。
愛する妻が自分の親友と浮気の
末、交通事故で亡くなったと。
絶望の淵に沈むシャドウに持ち
かけられた奇妙な仕事とは？

　小学館絵画賞受賞作シリーズ。
ファーブル昆虫記の世界が緻密
な絵で描かれており、虫や植物
の生態がよくわかる。「解説」に
は絵の説明がわかりやすく書か
れており、生命の尊さが伝わっ
てくる。�巻シリーズ。

「 利  他 　人は人のために生きる」
り た

 稲  盛 　 和  夫 ・ 瀬  戸  内 　 寂  聴 ／著　　小学館　����年
いな もり かず お せ と うち じゃく ちょう

　震災後の苦悩をどう乗り越
えるか－作家として、経営者と
して、尽力し続ける二人の初の
対談集。なぜ、いい人ほど不幸
になるのか？理不尽な世の中
を生き抜くヒントは「利他」－
誰かの幸せのために尽くす生
き方にある。読めば元気が湧い
てくる全国民必読の書！

　日本人のヘンな英語に詳しい
デイビッド・セイン先生が東京
の下町で営む英会話教室を主な
舞台に、ユニークな仲間たちが
生徒として登場。�割の日本人
が使ってしまっているヘンな和
製英語がたくさん！あなたは大
丈夫？

休館日�■■�����
新見市新見��� 番地� （������  ���������）
（開館時間��：��～��：��　日・祝…��：��～��：��）

休館日�■■���������	
����
新見市大佐小阪部����番地� （������  ���������）
（開館時間��：��～��：��　日・祝…��：��～��：��）

休館日�■■��������	
��
�

新見市神郷下神代����番地 （������  ���������）
（開館時間��：��～��：��）

休館日�■■�����
新見市哲西町矢田����番地 （������  ���������）
（開館時間�：��～��：��）

休館日�■■��������	
����
新見市哲多町本郷���番地� （������  ���������）
（開館時間�：��～��：��）

休館日�■■��������	
�
新見市西方���� 番地� （������  ���������）
������������	
��		�	���������	
������������	
�

�
�

「日本人のちょっとヘンな英語　爆笑！英語コミックエッセイ
セイン先生が目撃したおかしな英語」
デイビッド・セイン／原案 中野きゆ美／漫画 アスコムデイビッド・セイン／原案　 中  野 きゆ 美 ／漫画　アスコム　��������年年

なか の み



����������
����������

新見美術館

　

本
展
で
は
、
墨
と
日
本
顔
料
を
指
先
や

爪
・
手
の
ひ
ら
を
筆
の
よ
う
に
使
い
制
作

し
た
指
画
を
中
心
に
水
墨
画
約　

点
を
展

��

示
し
ま
す
。
ま
た
、
濱
田
氏
が
描
い
た
早

乙
女
太
一
の
舞
台
衣
装
『
観
音
菩
薩
』『
龍

神
』
�
点
も
特
別
出
品
さ
れ
る
予
定
で
す
。

豊
か
な
表
現
力
に
よ
っ
て
描
か
れ
た
優
美

で
神
秘
的
な
気
の
世
界
に
ご
招
待
し
ま
す
。

新見市西方３６１番地（��７８５１）

　

唐
の
時
代
か
ら
中
国
に
伝
わ
る
指
画
を
日

本
人
で
た
だ
一
人
習
得
し
、
世
界
の
各
展
覧

会
で
受
賞
す
る
な
ど
グ
ロ
ー
バ
ル
な
活
躍
を

み
せ
る
濱
田
珠
鳳
。
鳥
取
県
日
野
町
出
身
の

濱
田
氏
は
、　

歳
の
時
に
単
身
中
国
に
渡
り

��

天
津
美
術
学
院
に
留
学
、
本
格
的
に
水
墨
画

を
学
び
ま
す
。
そ
の
後
、
筆
を
一
切
使
わ
ず
、

指
や
手
の
甲
、
手
の
ひ
ら
、
爪
な
ど
「
十
指

連
心
」
で
描
く
「
指
画
」
と
運
命
的
な
出
会

い
を
果
た
し
ま
す
。
そ
の
迫
力
と
エ
ネ
ル
ギ

ッ
シ
ュ
な
技
法
に
魅
了
さ
れ
、
次
第
に
指
画

の
世
界
に
の
め
り
込
み
精
神
性
の
高
い
作
品

を
制
作
。
伊
勢
神
宮
や
日
光
東
照
宮
を
は
じ

め
、
中
国
、
韓
国
、
ブ
ー
タ
ン
な
ど
国
内
外

の
神
社
・
仏
閣
に
も
数
多
く
の
作
品
が
奉
納

さ
れ
て
い
ま
す
。

特
別
企
画
展 

会
期
▼
６
月　

日
�
〜
７
月　

日
�

１６

２９

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
��
�
�
�
�
�
�

早
乙
女
太
一
舞
台
衣
装

「
観
音
菩
薩
」と「
龍
神
」

��������������	
い ふう らい

新見市法曽６０９番地（��２４４４）

開館時間��：��～��：��
休 館 日�月曜日

法曽陶芸館

●常設展示観覧料
　一般…４００円（３５０円）　高校生…２００円（１５０円）
　（　）内は��人以上の団体料金

※ただし、中学生以下は入館無料になります。

〈
企
画
展
〉

を
あ
わ
せ
も
っ
た
重
厚
な
作
品
と
な
り
ま

し
た
。
な
か
で
も
シ
リ
ー
ズ
最
大
の
「
霊

峰
大
山
」
は
全
体
を
覆
う
激
し
い
渦
巻
き

文
様
に 
松  
灰 

ま
つ 

は
い 

釉 
が
重
層
的
に
か
か
り
、
壮

う
わ
ぐ
す
り

麗
な
姿
が
圧
倒
的
威
厳
を
か
も
し
出
し
て

い
ま
す
。
ま
た
「
霊
峰
荒
戸
山
」
は 
青  
磁 

せ
い 

じ

 
釉 
が
彩
り
溢
れ
る
山
の
緑
を
発
色
さ
せ
、

う
わ
ぐ
す
り

生
命
の
躍
動
が
文
様
と
し
て 
瑞  
 々
し
く
浮

み
ず 

み
ず

き
立
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、「
霊
峰
大
山
」「
霊
峰
蒜
山
」

「
新
見
五
山
」
な
ど
、
陶
に
よ
る
芸
術
表
現

の
極
致
と
し
て
結
実
し
た
大
霊
峰
シ
リ
ー

ズ　

点
を
展
示
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
覧
く

��
だ
さ
い
。

�
���
���
��
�
�
��
���
	�
�
���
�
�

い 

ふ
う 

ら
い 

じ
ょ
う 
も
ん 

と
う

だ
い

���
�
���
��
�
���

�

れ
い 

ほ
う 

て
ん

　

山
々
か
ら
湧
き
た
つ
霊
気
は
こ
の
地
の

 
豊  
饒 
を
育
む
根
源
力
で
す
。
一
万
年
の
昔

ほ
う 

じ
ょ
う

よ
り
列
島
に
根
ざ
し
た
縄
文
ス
ピ
リ
ッ
ト

と
文
様
造
形
に
よ
っ
て
、
霊
気
の
有
様
を

凝
縮
し
表
現
し
た
陶
の
オ
ブ
ジ
ェ
が
完
成

し
ま
し
た
。
猪
風
来
は
、
備
後
の
福
山
生

ま
れ
の
縄
文
造
形
家
で
す
。
古
よ
り
の
法

曽
焼
を
復
活
さ
せ
た
作
者
は
自
ら
の
生
命

を
育
ん
で
く
れ
た
中
国
山
地
を
テ
ー
マ
と

し
、
法
曽
焼
の
技
法
と
縄
文
造
形
を
融
合
、

爆
発
さ
せ
た
新
境
地
を
開
拓
。

　

こ
の
『
中
国
山
地
大
霊
峰
』
シ
リ
ー
ズ
は
、

法
曽
の
陶
土
を
用
い
、 

穴  
窯 
の
猛
る
炎
に

あ
な 

か
ま

よ
っ
て
変
幻
す
る
色
彩
と
無
骨
な
力
強
さ

開館時間��：��～��：��（入館は��：��まで）
休 館 日��／���～���、���、���

会
期
▼
６
月
５
日
�
〜
９
月
２
日
�

安野光雅展
～空想を育む絵本の世界～

６／１０�まで開催（会期中無休）

濱
田
珠
鳳 

指
画
の
世
界
展

●
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

　

６
月　

日
�　

午
前　

時
〜（　

分
程
度
）

１６

１０

４０

●
指
画
の
実
演

　

６
月　

日
�

１６

　

午
前　

時
〜　

午
後
２
時
〜（　

分
程
度
）

１１

２０

※
参
加
に
は
観
覧
料
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

●観覧料
　一　般…５００（４００）円　中高生…２５０（２００）円
　小学生…１５０（１００）円　（　）内は��人以上の団体料金
　※市内小中学生は「こころふれあいパスポート」提示で観覧無料。

は
ま　
　

だ　
　

じ
ゅ　
 
ほ
う



������������
��������

� � ���� ��� ���

��
議会運営委員会
���：��～
�市役所委員会室
�議会事務局（�����）

人権・行政相談
��：��～��：��
�哲多総合センター
�哲多支局（�����）

��
平成��年�月議会定例会
（開会日）
���：��～�市役所議場
�議会事務局（�����）

交通事故相談
���：��～��：��
�総合福祉センター�階図書室
�生活環境課生活交通係　　
（�����）

�
人権相談
��：��～��：��
�きらめき広場・哲西
�哲西支局（�����）

心配ごと相談
��：��～��：��
�きらめき広場・哲西
�社会福祉協議会哲西支所
　（�����）

������
献血
���：��～��：��
�備中県民局新見地域事務所
���：��～��：��
�新見市消防本部
�健康づくり課健康支援係
　（�����）

����
文教福祉常任委員会
���：��～�市役所委員会室
�議会事務局（�����）

人権・行政相談
���：��～��：���おおさ総合
センター�大佐支局（�����）
��：��～��：���やまびこ広
場神郷�神郷支局（�����）

心配ごと相談
���：��～��：���おおさ総合
センター�社会福祉協議会大
佐支所（�����）
��：��～��：���やまびこ広
場神郷�社会福祉協議会神郷
支所（�����）

��
一般質問（予備日）
���：��～
�市役所議場
�議会事務局（�����）

����
献血
���：��～��：���大佐支局
���：��～��：���Ａコープあ
しん�健康づくり課健康支援係
（�����）

��
平成��年�月議会定例会
（閉会日）
���：��～
�市役所議場
�議会事務局（�����）

���
心配ごと相談
��：��～��：��
�哲多総合センター
�社会福祉協議会哲多支所
（�����）

�
��
�

�
��
��
�
���から

���まで

人権相談
��：��～��：��
�やまびこ広場神郷
�神郷支局（�����）

献血
���：��～��：��
�きらめき広場・哲西
���：��～��：��
�松陽産業（株）岡山工場
�健康づくり課健康支援係
　（�����）



����������
����������

�

���
登記相談
���：��～��：��
�市役所�階相談室
�総務課総務係（�����）

心配ごと相談
���：��～��：��
�新見市総合福祉センター
�社会福祉協議会本所（�����）

�
心配ごと相談
��：��～��：��
�哲多総合センター
�社会福祉協議会哲多支所
　（�����）

��
第��回哲多ふる里
すずらんまつり
��：��～��：��
�本郷小学校周辺
�哲多支局（�����）

危険物安全週間（�日まで）
�消防本部予防課（�����）

������������
岡山県統一　ノーレジ袋デー
�参加各店舗（��店舗）
�生活環境課環境保全係
　（�����）

������
一般質問
���：��～�市役所議場
�議会事務局（�����）

人権・行政・家庭児童・母父子相談
���：��～��：��
�新見市総合福祉センター
�総務課総務係（�����）

登記相談
���：��～��：��
�市役所�階相談室
�総務課総務係（�����）

心配ごと相談
法律相談（要予約）
���：��～��：��
�新見市総合福祉センター
�社会福祉協議会本所（�����）

��
一般質問
���：��～
�市役所議場
�議会事務局
　（�����）

議会運営委員会
���：��～
�市役所委員会室
�議会事務局
　（�����）

��
一般質問
���：��～
�市役所議場
�議会事務局
　（�����）

��
第��回新見市壮年ソフトボ
ール大会
��：��～��：��
�市民運動公園グラウンド
�生涯学習課生涯学習係
　（�����）

������
委員会（予備日）
���：��～�市役所委員会室
�議会事務局（�����）

議会運営委員会
���：��～�市役所委員会室
�議会事務局（�����）

��
総務常任委員会
���：��～
�市役所委員会室
�議会事務局（�����）

��
産業建設常任委員会
���：��～
�市役所委員会室
�議会事務局（�����）

��

����
人権相談
���：��～��：��
�新見市総合福祉センター
�総務課総務係（�����）

登記相談
���：��～��：��
�市役所�階相談室
�総務課総務係（�����）

�����

� � � ���� ��� ��� ���

心配ごと相談
���：��～��：���新見市総
合福祉センター�社会福祉
協議会本所（�����）
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■編集／新見市報道委員会

■発行／新見市  〒���－���� 新見市新見���番地�
　新見市総務部企画政策課　������

■ホームページ
　������������	�
��		�	�����������	
　携帯電話でもご覧になれます

平成��年 �月 号   平成��年�月�日 N o.��

★�月号の「ハッピーバースデー」コーナーに掲載希望の人は、企画政策課広報係（������）にご一報ください。（締切は�月��日）

ハッピー�
バースデー�

総人口��� ���人  男��� ���人 女��� ���人 世帯数��� ���世帯   （平成��年�月��日現在）

■面積　��� � ���
■ひとのうごき （　 ）内は前月比較
　総人口　������人（＋��人）
　　男　　������人（＋��人）
　　女　　������人（－�人）
　出生…��人　 転入…���人
　死亡…��人　 転出…��人
　世帯数　������世帯（＋��世帯）
　※外国人登録者を含む
　（平成��年�月末日現在）

�������

今月、満�歳になる子どもたちです。

これからも元気で大きくなってね！

■市県民税　１期
　（納期限：�月�日）
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